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Systern of a Sa、vmíll

3蕊芸 滋 , 本f初ジげ:ゾ究4九日の)日ì i'的「η は立 1 プ大t 辺況1ド絞とb製』村;栄誌の 7たごめ 7の民立川ベ(，恥似!ドパ》江"日:行引i白i~(J)

4似T行日問5討符;トtは 9 土、j 当;企業の住民ベ巴立.~ならび tと計ぷ目的 ~C );:'~:、じて，名手1のがとられど!がg 本:~~[) ~Xj> 'T~ 1 J ~ 

j;;}:材幸、口、経銃殺す1'，への泌 1 次援立?として，あろ巾るj点侭実;(0) 議機 1~ l正月，かっ

抗計 :wおよび以務誌の川えに干J~)J な j初予をご吋る任、統計な言、際出

おTイ干出 による )j 己主を設 l T] j ノ Jto

以i材業 IJ，民主淡の九二 pてがたきく，すべ ζ 0)主 t~~;E: i(.ní.--~)ぷ式三在、する i古川辺→~)fJ;j ?m l士

あるため， まず， ザノブp ア口ゐリング総 i書店、 1']壬'併設 3 る連総三の駁約三二考会丸ま E し

f-:() ''':~して守、阪としご後(H ，:tてノケピ企材主における y先制誌のおYlj，料

品:判断の守f同年，行列記!:(ii2誌の滋入な技法の間宮司ィG. ::1♂ぞイt:;，駁公のや

おき二♂災戸n~b:~{l~ ねら〉た.，
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li め

){i1 !rEi計算;ふ しばしば勺議械の r~H であるといわる υ それは，採決九rdfilこ'よって 1:1.\事~Llご機放による

/1一一段がもたら して， J);i(íTIíITí 弊制度が必安となったと止そ豆、1; 択する。

機械使用前の:f'}fí!誌による ~t ，äf.~'丸きわめて}~iti(\であった、刊文二コストは賃金そのもので、おり 9 同J史資

もわず、かであった。よって，性Ji何1;土佐 JX授だけの，.，ト算で i 分であり， :r~J ギいう十な 1[，， 0)

!見守山lî計算でキにおい，計算;まff音 '5(，可能な Ll てあった。一子'jjM却に代わ Jて ;I~~t立による工:弘~tnJの;

すると，と仁詩:力(幻旬以的 lζ1fiノたしたが，目的に !g[ Í!l耐tt:~: の二.~j'LI; も複雑Jζ しイこ、なぜなら， nXi:コストは没

fとだけでなく，機械ならびに設備の持ヲ逆転， 'tnwiごつするも主主人せねlまならないうえに， ζ レノ

がけ自在主物と液般的関速をもたずにミ é!.主ずるからである c

そご 1 ストの計!?において，賃金のみによる計算が不合胞とな勺たことよ，\1去しげlïRt;'W 制度成îCCD技術(t(]Jm，

!11 であるつまた，正い践力の~rれにから ;{Jr求された ihJ詰 }21~''Jr 0.) Ì}JJ イ乙の車IfJ!t m￤Ei ill fぐり;'i.J)~求され，そのため

(と !~[úTIì管理がうよく妥認され， ~E\後 1);Jtji 1'[1Tì の JL2 iU，{が必要となったことがjDi~'!lI[計算出IJl支r:/x)Lの経済的双山で

あるハ N;i1iTlí計算制度:は， その;ぷ\'f rJ)''j から 9 ;とこは機械化さ 作業のマスト ηj íJF (ζ[1 的がおか

すL 経済的には経営Yß'lfJ1.への役だちを目的としてきた、

わがほ製村議のちl状についてみると p 経;♂形態;立小規校でか;人企業的色彩のものがj与しー伎に経営'ì'J

EZ 意識が低し~，^，_.:'官を徐いて[同務後七}1pj以:1illi管J~iXを実施している企業は少、なし、 υ こ才 L ら f仕事:の)ÿ)[ÎITí i;[ 主f:j)

式-2~' Hf(f 設し， とれから得られる!ぷ術情報をもとに，経常 (J)1;' Jf!l/ [:合同ることは〉必業の~t:p江主主， J収主主ふ干の

[il]ヒ!こと 4 てきわめて夜空さであるといえるこ

製材業の原桁1;;1務制lむと隠する，え南Xf~~，ーーといざの âß11t丈 1とよると 一刻lJi iJて人 HVi 刃:悦氷i\j5 r製材 e

7 t7 'ザリング@チップ三突の飯店、fi 汁 (HT{ ベ138.1立)カ;r;ít-'T あるが， とれもく ;';I;')n 芯;れるまで iと司2 っ

てし sないの fJ'~た;十日である。

本 tiJf況は，製材業のふ手 r':i;"{(:fr. HE !こjJけよっ際(rílí ， :]^;6;j ノU1J;、の!!日売を鼠とす7:)が，官f汚Jl)l(こ:有効な;泉村li ,1IJiI 

万五;iζ ばf::'!iíj!照的ι がある u しか <j ， とれがその機能不完全 ，':r ブðJftげるためにば災燦燦fillìkt Jlil ミL 古íHふく

\....1, 才L iL; (と結f?? される必変がある内それゆえ，あらゆる涼依計算の前提となる災際原悩 iごとζié

方訟の開発が';j\ く怒請されるつそこ -7::: 本よp 製粉;主 0)筏)_~;)~fJW.への 1 次後近と J じてiーで

続的!こ ψîS()')ひj見そをみた 1夕、際!苛([;llî計算の:土去を， るととに ífJそ絞る ζ とにした。実際JJf[￤� 

;:}Lr~:(ま，札?事情 Cl(内の!lJF1\JJH括計算ならびに企業の財羽諸表の狭潔にとく も~)、、

ドオ士 J斗
恥:\C~j- ¥ d , ~ 3 指からえされていると I!i了;悦」においては，ボイ!ぷの裁判去にふれ‘製材業 lこ巡す

る[京 (!lii計算万 ìL こしていか fよるものがど:も合T史的であるかセ検l汁“ずる、 11 j'Ej[f刊 Ht~~~I 子京先」においては，

-l:it♂裟ぷ(J) il日J.-:")川ilfの計 m:(( γメる ;をむm-{-'~i札

と対紘一計 J. においては， 企業のnJ'Y;五"ト算ととそtff主主 liJ :こ結 :3 L.) J) {i liJÚ自右前誌

1 Yx:のデャ' ト完全る λについて検討、f る〈

にの学

。〉日 l 幻 A ら法WJを 11りう1するという子、l;\ のための子段としての

J三市刀法会 ?Jf)'巳ヰ学としての「技t紅治会計 I子 j ある c このほかにも，あるべ長会計こはいかなるも

のであるかを rifJι 1.)斗こす一心公計 '-'{:j もするが，これがお会科学としてfぷj'1.":3 るかは旨0WJであ
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Lお _，;，...r: ν 可 \__i 干ヘ;ぷ、 -;':!':'-lEI

予三的 ν 、う干十，、、" ，f:，汁 1I正二日以

!二 ぺ主主治-f:(，コ泌心 :r 忘れ 古川、:f- Y十字主主語 ~Jn上ずつむを1ι七け 勺戸

け ρ ぐノ iUバf， ユ， i 三~ ;_; C* ♂(()コ~，+~ jifョ nj\( ね S 山 五 ‘〉トー合 三泌;;;Ft.:~;'(?~， 

〈ハ，r: }川、ヘ-::{-' ::、け

約ヰし町、うっと医 長戸斗ノ事つと今、が;民、k'ノ 行、 ‘ユ

y コ

「つ:手↓ち J, l{:C1 '?，þ. ~U:刊Î， ~_-:) f)) ~Ys; ';0' 三，ハ長1; 立が t/ ご品、~j i 二 j 二五 C.-; (王、 :L [1.( 

J刊-~.去に只1.-:~sÇl l川

下、\ず校二 'íiT【仁λ .!i ヲ '1 矛判事iぺ5ω 戸ノ つむ守:ム「淑<，; (口部対!liJ }}Ui J \, i') -:(' S: )i.、コマ )}~;jl;!Hlil'?

f叫 ':/1HIJ !WJ CO おれλH' f_~jl 二手') ，ま/ね 刊号 !7 4zjJRFjHjj?トう(を， J'[61 コ 1 必(() C!);~γ 綬 11&出 :;if総

、 :2ーが/ 干 'C 、行 r uH'包 ff443叫き、

lﾌlJ :fみ ~! 【♂談議(/) ~:y ~_. 6 :-;= "7 (1 ヤヰ f;I) ， I!\I) )'，IT: j. ': 1 ちおい:....ts:ttj;ilrα アs:~~'t!í!/でず っ，'1 :::- ‘ぺ i:_;'i， }~i -:~〆 I[i!iyr( 吋.: C{:':i}} 

-勺ミド三j :/ ~~~-::H f 日く口 夕、 li ぞ;1 亡。 'f '},e[ 1m: ',i,(i '1/ { i 与三 j

ミf、斗コ ι'I[山[( 'I~! 守 liF)1'，i!;Ç' !JY" UU/Ø ，ri! 'iilr )(i! 'パ ι う干 "yH!日う.=$;-:(!〆 f}-{JJ" .�j1 c., (}ミ:，.:!J-1j iú!} j;Hふi 'L lf 1~~~f， 1，日斗

1 :: f)，'ミノ刻、土、 i f 心 "-"1 ヲ比十三パk訂:l 日(〆斗.?;{1;:ザ対む t:!iユ対予三 "1 :" 

祝C1?íJ ょ:料 、コj じぐ弓 ι J. f:t fJ日れ 'J 、ぺ G 三 に (Zl s4?ごしキ)~ml守

〈刀斗，) マ ,(0, 1,,; Lfコi(iUf.1 1 主i 学主主 T へおふく口巡 1いれ {rL~t>γ

初回弓書芸家 (j) 童話+~援i志J ・ 1 1 

まi 1 

、シ心でよ子予ユ /"J ';:1~! ャ五守主平ミコ7 長長崎っ rピ

> ;孝三斗ーコ 土勺心三{以(子世 l ゑ 2， '1 言、い 1 工j予討っつけぷ主WfZ!官

存十十 五ヰ つご似戸!日l' >守 勺 .~2_ \, >i心 T ぅ [;;[J :t~~' .+-~i !U!j }~f1 (0 ~却、や!ト

ペ十ふ吋 :c，J -.)、予 r(I!il ::;二が r(({) >え~ J. 刊ロ綾子ffヲミt今[止匂;;1 し:メ守二り万♂ J

ちf ユ ;:~J 三手吋竹京 i，i\l.rI::r.< M ''/ .p '!件、芸古川対心《手 (0 ~?M-- ',,1'.: i 1[( f+ t応Lつ民約二?以

コ〆1 }:.j fM仁滋山二~ゥ '</.::? :1、こ ~f 二1 ， :r~ぷ J 二J ハ:: 14:7 

心7 芋 1 子〈ρcr， _f---S:; 今/門:J エ!ゾイ j '/ 京、じh'! 仁つづ 6 ユ\.''1と1

旬、とl'?に与に{正 ふ子\1')勺平jユ> 'Jj. ;0.~('ロ守 T; 〉ゴJ ~ > II-ご~~玉三ラミf，

{干<~~:.言。 f門誌:村乙て/スJ 勺(二f♂uち，iII ミγ 十ぺ百三 。 "l) '!_'/ 1γ山山 7γ! 日叩 代〆ハ f'.J ! , ， ψ立冶 1 勺、，")下 、J
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作成'-./~ィjj、Ji の主主1計管J]!，同筋合三役だっ;引iil

情報ががJJijiiご 1:1•よられるべく L)~ずるど、姿がある乙

門
尚
一

製
れ

- 90 

とはいうまでも江いハ

目的をもたないり151f 町 trl~ J;;;r\，ふそれ自

!百〔似

不lJ Hìずる況がJ，つまり，の手1])1] [:1 

ことをいう。!IJ(れl計算はあくまで目的!ご対する子長f 華寺

目的ill去の技術iと言ぎないハしたがっ段であり，需主幹~~

て j H主手においては9 五!J!日以 ir] の日じと? そ

れを効〉千三よく達成ずる rh1i平方法の開発がきわめてじ

t旨現{ _1~ 十;: ;え
、~山町 υ

仏~ ii\li 去十3うのは的花関して大政省企業会手主義;〉

I);[fiiti i;!ー符のJitA、j'!守;bA法Jえ1.

c:rF '原イ!l.liillX\i~l;llif，.1とよぷ〉 lふ第 l 章!こ~2択的規定を設けているが，その予;土[iJi( (I刊誌 l 1ijQxti'字\J

どにの 3l\~とïl:約することができょう。

財務会計?と必要な情報の提供〈財務会 11' U i(J) ( 1 ) 

知li1l'frmtご乞裂な殺の松供(涼 frlli 汁~~{tI ((J) 

経'JK~ Xi8ぶJン ζ必裂な情報のJ}~{J:~

これらは，必ずしも夜泣fl交の;食いものから故》二人こわではなし、ご i}~; 〆Jυ 原イ市簡は， どちらかといえば

l社務会計百的が煎視され9 経営F持即ヨ(よjや目的がil-怒川i される傾向にあったととは子ょで会 t，'; い

fY~] ) 

(2) 

(3) 

, 1{1;J')j尖 iH 日 (I(J (むなしろ，が， Jii仰I計算の険11誌からして， :;"f l゚ FI ((j と注、法、Ekj己目的とが 27注目的とな

火目的となるべきととほ切らかである。なぜなら，経t以内;}E~.や意Jよ、決定 lとと vってiJl\lrlli計算は不可欠でお

とイ言*.Tl性乙が，財務会とっては3

妥とするにすぎないからである。

経i守条1'l じっ芯および変と空港ずる機能であり -:0>]党点、とりまく ~'U立のう!J践的

変化 lζ巡Fl~;して経常の給付目的たる製品，終 'f:iわた札.L 建設備など続!な不等法iζ 関する九!;，平:ïJPれについて主主

:ふ?).~ ~止'~-9- るととだあるハとれに必!と、と 1 る J~ifítfi 'l，\I 慨は， j!;Ij)主こしての計'W:からだけでなく q 必要{こ応

じて!こ実販される特殊医師協交なこからも提供される。

筏常的苦手{支計長1制度;ともとづく治去のは，去のままヤはこの討作]にx~ してほとんど利 ëiJ filli'li�:;;'i: 

もたない。将来の予測を?ともなう片品目イr'í 慌がこの日 ((J にうど姿となる J しかい将来の[引を予測する延!日き

この}，';ぐと):;際はあく立で制度としての原市民主1とよて:tGr~{

肢が 1主要なiJ:殺そもっととになるの

IiU:lIIt ;~:あっかうのに対し~ g({d五 {fotrf!E ¥-1 Lij えら主主常まJ占、決定が経-}}.r]'1f:f午隠する hじい手j:r氏の決定に l認す

れた糸いつもとで h之内計三ネさ克子F ざ iで:， Ji.川lI i 引 j九校公 rff.ヰ t めの手続さ，方法?活動についで

。それにはぷj がH! [jliit'!γ手の:立定歩尖1去の訟るも♂〉と;らml'れなら ζ

{主将たTJJ1J\者各府への版行など， 諸機ぞをはたすものとして窓会;なt11M\，[そ 1 1 ;

必ずしも原{山

i).j f!L;パ[のための l民俗計算は汁_1fil のïIて絡をナること公虐ミす υ

，~. 

也、今、，
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な計算であっても，あくまで子応ist算であるから，たえず卒後;民側σ1-'JA~ から得 t:_ 'J(際の数字と ji二絞っÞj'Jf[ し

てコントローノレされねばならないし 9 日 11与に，事後nT:id!i in~jLは宇部j10î'1:ltiiii-r- ß手によって点、f.t~Ú'J tとコントロ←

ノレされるものである U とくに， もつ 4Â-{?~7t> ζ れと:だ際:5J4 とのよt

絞によって事後HP: lllfi計算がう己金;こコントローノレできるからである。とのように，

なわれるここにお:る。かかる d蕊味で~ jJ潔!Jj~frlli iil̂ g;!こそがあらゆゐ日副IEí illl ;fjì:の出発Jぐよであり，かっ~ ;};ri1切符

出 vて、主7-、 1-1 、与 y
，、、 L 従〉 。 ぜ /丸一 心 c

C 2 j 個別原{心f.~'l' 1hl と総合Jji{Ulì計算

iお見I_j，f以 fJfi計算:土，各給 1れ

であろ。 i'l;;~ 付文 i口約奴とか憾のことなる製品を1日i15jIJf(JiC，あらか された

数LLだけ !Lifiミする IUヰfUr;fK~ の場合!こj@Jliされる。なぜなら，製品の多様性なることに J、って，谷袋，';，'， 0) ~lλ 

ド![J.(こ史、し/こ l氏側がそれぞれ等 u くないかり，すべての111獄の製品をとおしてJJj(ùlljO) 尚 í I{J 言 !'~1:jß不 IIJîitz だ

からである o fflJ 'iPJ !Jjifr;lí計算では。各!ZW~gl f}iJに製造店i止伐と製み!'，I， :ij桜 'Vf とをほJjlJ して計算aするため， ~:行主t~ 手

続きは複雑で~lj:!々 を聖書す心が，製品製造 lと関するイiluùój多転関係がlijj りようとなり，それだけ絞J広告 Jmiと有

効な機誌をJÈ f-iFする

ーふ総合!却1:li 計算 (:1 ，…:どJjJ 1(',] (1 IJ]t HI 計算 iとか/)).ろ給付念材、を対設とレムそのお昔、会ì )j'j(1L\r 会

~m:~(c L , ζ れを Jlrj1 i'r] I �j v) 総(r..J!tI t~~t '-c 除して li'i.i tt， iI'J iと和討すq1.{なあたりの、VXjき己)íjUdhを Ul1;.~{~f る刀法;であ

ふ c この3i予~:)J{去しん もしくは複数の主1Aもが阪俗化されlた i お1 において，泌総r1'、J :，こリム院され， ifJi定の

口ットまたは 11~ôí!JJ川v.ごとに， 庁刊IL(~I(C !Jj( {TIi集計ろ二必要としない立バí!J杉悠の企業 l 主主主}認される c なぜな

ら，連続11ー院の場含(土， 1 fjj( 1I1Ii NJ-;~{j1)j 1 日 11刊の谷製品単位おたり袋店ほ(まIli] ぺずあると行えられる

fごめ， I出!万 IJ 以'ÍlUî;}!-$~~‘のごとく 1 1.~~主11[iJ につき iド刊iJIfJ t;; fJli !d!1集日|を必裂としないからである。

(むこのように，総指[日計算万法与をとるため，込}jt~:!}l ごとに製造mr Jf_ç i~;i( と製造絞殺とをほ出Ijj る必要も

なく，計算手続も i乞絞的簡 :jJ で労授与去要しない i号所与をもつが，反 líú，伎の変動がFi十努 W-ji'ild にわたって

言てされる給!礼 jJYliiJ内で 1"ît(ネとド熊本とか1'Il殺されるおそれがあるつしたが円て，手機諮 !cl立l しでは，

俗ljjij_iY1ZÜfi計算にJiJえして信~'(Ht 二一令交'iItbJ1劣ることはまぬがれない r

<3J 企(jjí販制li ロ i唆と ;!μ子[lλ すよ

合郊JJi(@í 江-r'J~r{j:，すべての j荻村tr 安泌をli1i そくし計算 IrJ Iこ加える jflとである ιJ行部隊宇で十ん製造)l;(

とそのやJ引1};{1II!J との!ベ別を怠慢し JJii j治安/もそ Iru長 WJ伎の 5511 ならびにノごノ寸類するが，操〉主皮との

:主l 係で:8{ 1!ぽ安芸ミモ I:li:! 'jjニ iri分と交助出 j}' とに分会、する乙とはしたL い， レたがって，全部原尚三|努におしいr (-,;1: 

[認定!日j没後が水口D( )'C O)期米相ij釘の にふくめたJ れる結染，売 j 市とメ~.l.総利読とが比例 i/](と 4~重せず，

L総平IJ訟でもって必業の阪予 irî[i})乙目、長をそのま玄日iJ ることができな全 1\15原悩計算はかかる短所

をもち， えた、 J;;i桁I襲来(/)変身;11'， 1/]:ぅ主主)1 も巧 IF~.fi:しないからト占禁の除、ú日í;Mrfi-!.ゃ手Ijlcii ;iYI，Ni には HüJSの ;1]1 分泌

'rI， âfiff.、ほど有効な機能不二先叫するとはし川なし、。しかし，佐史的:こは今一のりic;こ t}_二日され s 羽ィγ

にいたっているため，これ手

r川111;;1 分:方法三して åi 三r 仁のみがある。

ぅJ'，I以言142t:;立，製造活動!とおいて設する;mtfdli v) 寸お分だけζ、 Hjij 、て原悩を計予r~9 心ノ:fj>t~~でめる c こ

の }l%iì }i !l、はち出 lilJi.z妻索を形態)]Ij に分却するだけでなく，操業[交との関連において自注目t!IJと変動費用と

! :.~分対する jfィスミ
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なお，製付業の製造形態からすれば，

て採ITI じた 1 例として議場J21A郎 u制約計算;お」

も採用 i'J 絡であり，かかる力法会fu1L材業につし\

e 昭和42"f.) p, 250 がある。J:事政主主言i 労、と

lむ尚一一l 在において，総本f(J以材料から必然的に 2 務以[の主而Ij を~:Z blj しえない品総が品'.P1i される生援

]!>fitにおいて趨j討される涼1rllï ，Hj主))ìよである。 ν たがって9 各経知k= っき分身f.;えまでの)J三 li1 ii 重要.:%九J 区日 1I

で社J:~t~;Rずることが，計算校約 i二不可絡むある点において，等級別原f市計主手と奨なる c 総合)忠lUfiを各連医局

:ζj安分す 6)主湾を fiJ(とよ1<:めるかが，忠良品原作lí M- rt~- の問題);~、ぐとある。紡 fT!関川ふ分l議後の孫娘jj f] i，こ k(~~!j

しえないのであるから，総合!Jバ全部が連立主~t\jミょうJ_ yt~(であり， jilirl:lt. Fi~1 それぞれのÜ![1長設は把握し汽jよいの

で，完全に合成~'.{]な総合1jj[{rí1iう}wn~長は52い 11'，しえ u、いむ よって 3 等M日 IjJ京仰TilHJ子も i車産品計算も，なんら

かしつ基準iともとづいてAL 産物!Jji1i!íiを分解しなければならない点、において，類似している。 fこだ万紋J}!]jJj{

俄計算は才1Jj~ 1日11分持行tの合があることをl自民とい iæ，r~{:日計l/ií ;1，個別に原布lîi[)jあができないのでや

むなくイリんらかのn;~{rfl.îほ分ブ~ì!~7;，: ]，j1oい 1: さなければならない。したがって，どちらの右法がすぐれている

かり判断はきわめてむずかしく ， J服E京;[j悩C前百日L言計;討1-占 5算宅:専叫ド門q家の !HJむ尚でも J箆

;日別IJI川@原?主~{俗山 3計I~算ヲ手;:(法土を :J主羽採採B同M係2呼示采長~乃泊]する と と;ピζ し rたマ ο

3 tふ財務会計図的にとっては，製i171原 úm ~ンよべての製法Jjj:t1店主主薬をど1 入了、る計算方法へが般的であ

る。なぜなら，部分際的計算によれば，伝統的擬益計算のM去を絞本的 lこ{日Ei'とする必'Ð'iがあるうえに，原

知裂蒸の変動， [j'iJ定分発j も [r司時:と考;乏しなければならず?計算手続きがきわめて複雑となり，ツご務 tまだ

示前決の問題点が多い。したが「て，伝統 '(J計算:Hi去でもあるノセヴ'S)jjl f.!J� ßi-"~~~を}平rnするのが'0f1ij]であろ p

ちなみに. と結合する制!交としてのm行Ijn計算はp 原則として全部ャ:によるべきことが

+üJ尚 5 れている 6) つ

rr )東髄計算手続

証1. 廃備計算方式

f見付業の 般的な FI:波形1íHL )京算の .\'!~#Ylh) らは 1)1]2。のと)..く大きく 3 つのタイプ;ζ分[づることが

できる。( 1 );しもっとも Rl~(~な?写経であり} !2:t iF;j 原太を製材機にかけ単純に裂i'"1;法三子製Jii するものであ

る。わが:引き業の大部分はこのjf;悠 iこ隠する υ(2) は， (1)にテ、ノブ製造部門を追刀 i した形怨でおり，

比較的大IYL総経常にみるタイプである。 (3) 1ふさらに (2) プ n -1) ング製造 )'(13[IIJ そ迫力日し允形f訟であ

る υ ブロ リング製誌へは，持政な企業に i'Lüこされ，かならずしも製材業 v:...般 Yつではないが，本紙では

じりのJI~!!.\~そとる桜村 ;4~fを対象とした r その浅 1t10) 1:む本報告が事H:.J業ヮ伐をJムく対象と d る!Jlî Hli;)j

ょの Iji'J発を j来日'ßとするため，計 tf: ，jり f去の j也f干'i1J:fh&をでえるかぎり日uこするととか~浴されること c

第 2 (ふく 1 )あるいは( 2 )の井一段形7去をとる恕材業では，不!日:円分を fjiJ泌すれば， (3)の尽 ííili 計算Jittが

そのまま }@JíJで去ることにある、

fJi[liaìn-f'~1rの基本約五、針はふ;のとおりである ο

(1 )怖のf.~-ì<~ は 3 製造涼 hfi計算〈二 ~J可業費百 1-算;とにほうれノて行なう。そのいずれに勺いても i引払H:1)'jì

).!JjIHJ は度以IJ として 1 か日以!とする

(2) 製;宣活( lll iÎの計算は， 'Æ守 F::i }j!_]tl'i%t) 部門lyjiJ計ローおよび製品店1]計算の3fy泌を総てねーなう c

(3) 製造涼怖の十打算は，ヨ該経:与の作 i0Ì，~形態を符肢のう夫、製材， ブロ.'- 1) ングおよヴチップの冬初

;ごう士山j し，そオ1しぞれに等級以i総合]x，i{;lli 計算そ;:nHl する。
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以i 3, HJiú市計算トー認する;おりえ:必然121

(8 ) 減tfL 士J人作業料の汗1iHï (品;U1I 1 として i寸前:5-9 る。減ttil ;, i , if_, }]rJ _'_r'.I.j'."! 払粉散含プfス

fr:，火などが fIT{囚で減少守ることであるが， う W;lトイ業ご Ltim iJl してよい(， H 鍋 1;1:，材料の

九機械心川幻，;(， fJiLC技術の f1:U-9'S"} ff~*rö. じ'.)不法怠過失などにより財務!こ不ィミ十九な t!c {~1占 i:ì ぞつくると」

-，，:;みとノ状態で A史的に .~'^12!:すするな U:lit\凶行、!JlHUJ として持'1;市ペ合、各 l ノ， I店二 1てのみずさ

ぜる。なゴ心又~/11;( 7'J Lt: :iDl 池 した滋お1どにして、の;込かっ 1'1:除ずるコ，ふ

主主 l 泡 /r:-' らノ必然的 fと発する U~J日材、じっちと物て、あわ， 宣伝， バドカ妥もので lちる、-; f�: JfiH~j {ふ

れdC l;七絞しでその 5ci 江主自が(信ごかであるため際江IJ と〕て口以前 11: ~t í''[昨日ずるつ大ーだし，こ処分、ノてノムロ 11[.(/，;，

会川た下(土浦入、l して外IうLぷとしてまl泣ぷ t~(__L !IJ1}刊2す之、コ

(9) f:i(イ恥fl Ji?: I:;t ~以上の業本irυj {D.j♂にもとづきl':ì3. !こ九三す(;断定(話勺がん JC絞1 のj主主こしたがコて

災 ii g る f

II ヴ‘ 重量包 ~ljj)聖徳計算

市 0)計算!丸 TI 1 町で ;:T;/<lてごとく波同日ILíi ;~jr (滋績見iJ ;lj'~q:)，子(Jお浮T 5jl] 八)，

〔イ肴別l寸王〉の 3 段以;;~総てす心。，.'7" ι) 3 段|絞りっち， ::n 1 段の[jこ!万し，て r'ßi{イ

J第一;よ.Djf;;.l 2 主 9 において 1欠のごとく秒Ui じてい 「原ιlI i C') U }: ì し ;竺苅 !;ij における nj(

fHi 主主を 1t1j [:j j，}lj ピ汁恕する日F続さみ'日しり則及、な討における法手でる ζ 九州内 iご出口とおけ

る;)\ l(欠の百「算段慌であるじつまり~ IU 務会計ーでは p 外部から l詩人丈 57Mll引の治資íl寺{と ;-:n のぞ、

汁とするがヲ このヲi!:主総のうち製造級Jたに調 iili ずるさ「;分ノメ限illTi 日↑ :9V!， こ綬供 5 れ心 ν そして，対務おから

こ形態 "J'J分主にもとづく戸海ミモ， J1jHiUi :H 3it独自の江上るからT!T分史し， その対結1 史， li併締縦f昔蕊iド定主し fたこ tれキ?役 f円」

ごご巳 lとと Uの) f'発詰釘凶」引[，点?恋凱z釘{与そそE壬ト:集f祭長幻:言計j汁十ド「すr る ;計i

!川1け\た丸う工JぷA点:イ七t乃kjよ、止と♂な Fふ)限G瓜{自似悩1伝h の焚臼?巳別~I月lリJi(幻:江!宮鋳fj{(はまふ，溜h窃冷主号、の 2 段!交主;階1行守のわ第~l. しιの1つ世清ム して》 まナ ? 民と、は務会日「

とを有機的に給公するた治のi惑絡f:; として多きわめて者裂な }Fi;:殺そもコものでおって， J自!己奇効な践例ìih
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材料紫と;ふ製品の製造そ問的として ifí 貸された材料の儀相側ifttttである。つま h ヲ材料という資援が製

;~jJl過;f~そが手て製品の資Flて 11U1イ点に平六イ I~ したも となるの f;j'.ji斗賛 lむとくに製材2誌に|主i しては，表1.

のどとく製叩liの τt，嬰節分を構成するむのであるから?その計三i にはとくに慎 f手を ;mす必要がぬる。

材料設計併においては，材料の鱗入，受入れ?弘 a~ し， {:来七rtc かかる管}1f!と会計の機与を[濯す[ノラ次の

計算を適)じとおこなわなければならない。

( 1 ) 材料取得J*れi

(2 ) 材料r人:際in費量

(3) よ小卒、川j fJiHI劦Y�-

(1) 材料攻防添付Jjの 5 ↑主Tjl

実際li;\術計算立では3 十Ml'fの泊費約絡を計算する場{'ì~ よ材イ主料:~刊泊l門守 f賛'tf悩l出日;絡名 lはt1浪レ民Z1何l守i上けt以1

るカかユら，村料 ìiæ;合計鉾するには 5 ますヘ材料の 11JZ1引IJR怖を計算 i なりればなわない c 材不元の取得j京 1iUi G) iii予

(JJ 対;r.~~i子百jJ.Û) 問題訟であるから予それはùJH収誌対応、の限切」との関連で考察!;c;ければならない。

の1、Lカゐらすれば~ !tJ. .JJ~ ~ I"i:\'J波のいかんをいjわず村料{ノ〕購入;と際してたしたすべてω i;Jj\ 11m:?'，材料ω取i、 j 涼

行 lζ サ入しなければならない。材料の購入から !t成 I 校始点への投入まで lζj欠ω3 ぺ疋)投)叫がた年ずる c

仁 科料購入代1:lI i う!取質問 1 íW険料，手数料など， 1、ifl芸品う忍'含まない材料自体心刈#i人代 \H*'1

t:.';!号)。なお，ノ1.~tA(乃購入 Jこ際い ilÙ~ふさ切土ごしをうけたJg:j'0~ ζ れそをは:引の鴻入忘れdS 1)) ら投!徐し

なければならないのただし，三lj 該j:;1料の消 f(/iせに (P:1ij 1 き 1 ';H災しが半 1ノた #jJ.(~tはヲとれぞ純 !ι

の購入問イÆから践活、し，値引き，割 iぷしをうのたキュトカJióljll)j しなし斗fi令はす とれ、~]}gj Q) i;1-~4 日IIYí:か

ら Jシと泌するか，あるいは，金鍬が惚少であれば党議外![XJot として&11J!.l(してもよし ì('

ii 引収貴乃」 引取 荷役料，ル食料句 史入tし三手約半、1 など外、;FJi忠良過怒 Jとおいてお J.-t る

(外;~:\:~十4 料品ljYk)('

i.iL j.j 路子tFl--Mq人事務， ;(食品i又 ;1~i;ljlj ?ミ:f:H;，正ど経常ド~:;\i5ュヨ;?において先生ずる rtf}

iH (内向i材料別法)(

材料 f!X i草原は2 材料主資と材糾出1] 認 Lノシ同J村本社

についてその会計::の処却が問 i習となるつ勝入筒形r 関 F る材料函ij貨のとあっ ~Z! λ し、 つャ γと:三》びく

3 つのノどり、がある引っ

C 1) t;j*'~議入引をもっ亡付糾の竹とし，

、J、千戸 3

èIノん~ '~. 

(2) 

(3) 

交のすべてそ含めるむ

l1J: や忠rr9il して材料収 1、i I~刊[í ，:~~ L, 

(1 1\ ]1主総といてて&c 九 しえlλ るのら製品 Jこ Wdli1 ナ

も九ろん内 λ の 切そ

授はとれぞ製弘tli'il佐世

(1)は， f}i{ 1iJ� at. .mr. �) };;H B~{îからすれば)1-ヨでない。なぜなら，外 Jγ1材料副次犬、卜を企業内 ;ζ搬入し， さ

の目的に治資しうる状告におくために必要としに有効 ts titi11と認められ，材料収川:↑1 Cコそ的浅すべ

き色のであると巧えられあからである v ただし， ζ 乙のこつ)ブ方jパiむJよ入は土引 i取vえ渋j有そつF汗別n などよ付;;r:応Lトは伝波号治が5叱;か千待3摂1γ凶でC(ち

tち問J丹j 々の材半、将n行山川川{~印幻1I民山j汁("こ f臼IL己.~Wí似賦ポ比すr る ζ とがR隠奴E え江主 h滋去合!にこイ吏ト臼1了下f内が的?ぶ勾)な jんf向!~{七μJλ:三;として;許筏千さオれL る。(己) ;，ふ 村料収

心、 I'Jj'jιiL 心レ亡はもとも法論的である。しかしだ務一hk外出口約半、い， IJ 沈:土.-もかくと」て， I付郊外 t 料

貨を ι ヤ υ〕村料 iと虻す，乙;ごは~ i':i j-均な配拭が?、子られはい九'ど，セの間以17トぁ，公
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/. 
" , 上る心が1_1';{)r_j引の v しかしう ζr すしら心主計il、がつねγ

1 〆ナこがって日 十 1-:: 、 i.::,) 7). 
、'ノ νυ

ので、、(外!と作やそのもあ

かはJj;:i-{!ill れ 3ι

fよどの訪1fdl ノ10..... のうえìXノ心

うらのしう択す(立/スートのごと\ねん:のがあ fソ

をの， 材料引1..1 
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するとこ lζ なる。

(1) 鴻入JJ}[HTìì'l(

ム 1[t0lJ原 iril，世代

2 先入先tI\法

3a 役人先ô:)th

4. 平Jノ11京 f;f5 ì1~

ゴ:r 252 究;

(a) nHlt，、pこjふん， (b) 移動、iι必~ ~:ム (c) 総平均柱、

(2) 予定lillit各訟

(3) I1寺古ffid~

(4) 校添{出格jよ

さで，製材%~のあっかう版不の{illî絡は， -fM様，品等，購入時期，購入:ltá所，輸送方法などの条VHとより

変動がはげしく，また， ;設しにみるどとく，製主防({íUî に r'j める材料'，ttf のウコ二 J トも ì"'J く，材料の~:Jmが日;:

ft� :;r努 l さわめて殺裂となるため， (2) 予定ßli格J去を探HJするのがイ'ìJ法的であろう。予定額i格{}三は， ま

た，え:P'ifiliî絡iI、ともいし江本質的にはtlU:if\ i京 'Iíli 計算;または見積[ijif，lI i計算において巡!日される方法である c

この万法lふ i&l去の購入 lJ刈HiO)災殺を )jf泳三して， 現主rの ihー綴価格/よらびに将来の経済変動を参的のう

,Ä,_, 公坊 m (1~，~数派1iEi計算期間)使用ずゐベくあらかじめ設-')どしたト!日擦を，材料消資{川

するのでゐるが，予;平和t;終としては， iITti]'j(， 1以り》それが巡「むされる ;こj江い涼1，lTi 7が設

とおれるべきである ο とこで 'F íi: 'fi耐およとを探mする tH!. lÌl のtn 1 (お材料払 lU しのつど兵なる{i!lí柊て71、算す

る子続きがお憾できる結 EE，計算が )\:ö訴に筒絡!ヒ，迅速化でき s 変動のはげしい材、価格の計J).ft(.ζ適寸る

こと c お 2 (ま， li詩人 n忘れ!と /Hj fîìh とがあまりに来1維した場合) J過去の購入Jfi.f1lll1i'こもとづ〈計百てで、は~ ~主~;r，=tJjW

怖がりふ価値と不当に遊!11干 したものになるのをおlé徐することっ第 3 ば~ i!!1焚材料の計算fí!~絡を 、心lVj!~'IJmi[

'Jl:する人r め，止i 滋f担率のiHt:とならびに ifi\{ltti'透析1(こ有効なh~ 械がぬら才しることなどにあるり

予定価絡が~O) j;JA:{i~ま，表2. に!とすごとく， {I\J家系(材料泣Hffi累)の会{fFi欄を 2 械に分け， ë}!際購入{，tli

格(矯入販悩i!:tのうちのいずれかの)]1去により計算したもの)とわ-Ë1"iHí格とぞ併記し ， l!i: 3 製+;JJfi(木フ[:1，長

る。そして，版印計算N!ikに，ヲ:ci-}i_寺 Jろf、(ひ ~:H JftY祭 lともとづ了、 3 表4 製村

)京本 iy}:t 0長言[';{之において樹い:~5j!J tと)(1.努鍛と予定怒L' 怪文JJX5、芯せて，その岩一言m (材料消格)_~Ji!むをロ i悦ーし

て， '，fりと告誌を表12. 製料品!京悩t;[鰐表Jと転記する c な *5 ， 主主人製材品ならびにチ、ソプ!Ji!ょについても，材

料の受入れ払ii! しに認する日~I!.q~千ふえきと関係阪奈は製材!京木の滋子T と!i'd様である n 総;i，i;JJxt 7~[: I)j乏におけるこ

1~ 2. ドド 11正行
手、
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L οJ ノー)1ミ才二でふL 〆L)Jf号

rノ詩人科 I辺司式カ"， ♂り〉之主i:f 
[ ι い川，川川1- ，百号ゴ

i/ ) え刀、ン也、

!の、 hUiこしてい

'': ?勺句 h ~;.....子 '-，r ~，川 Y-J- ア
~ゾノJ 日.J ~ 1'.1 、.~ :_}..'J 
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町J 、ノ守

の(ゴI,j 1 [[ ，及、 [1 であj 討.;:;>問 6. のごとく!潟;返す-7' すさア レ
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斗
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1
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1
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ノ
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;J ノ払 ;f ご α)._~ .? -_ノ
J 仏 tふ'\， J ~イ; 11 心分[立九多 ['(i)] ~;l 

沼山、んj
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ト
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i←支íLt)'í 務寄託費約問叶 ずる消費労務Eなどを iE ii'{i日三i1j-算する必要がある。 ところ

で，労磁力は材料のごとく， ストックされることがな

く，その;;誇ノ九.)~ ìJ!j誌とが lifJ Ii寺に ~i~益し" 立た riTijおの !lTI

総本心計上(j)野務費.

明イヨ五sH奇上のヲ告号寄:

i←療協計算期間-4
にたとえ!日間ねなズレがあったとしても，合}.JjくりJ.'Z し

縦続されるならば期間のズレにもとづく:xJムクì)務費と消

防 5‘ 支払労務焚と消費労務資の t~l'{系
'8'労務裁とのヲ竹之が平均化されあととになり， ')ミ務}二[ ~上

支払労務;誌と mtJîJj務'ÞÆ とが [fóJ じ;白川、に使用されるととが多い r、不幸院予3でも 1 'I:~-iイ手手続きを簡略イじするべ

く，民uむとして附じ怠l沖、iζ佼!なすることにした!こだ υ~の場合 lこは， 1'imOJj桑業j交がほぼ安定J してい

るととイC' i'jリ;足とするつ

C 1) J;! l接労務授の計算

:吋主1!T(1， ffi 苦 l<~{の魚沼にj認するiIlH長 Ll1t iítの主主文行、叡キをもって計算する。よってu'I接労務読とはいえ， 11討

議「がだ腕した!iJj全作業♂白に対する n目立賃金ではない。たとえば， ii:ü 接[がjilij~i作業ぺどliiìJ去作業に従事

した場イTがあっても， とれを縦続する。原価計算のfj1 il命からすれば， Tだ撲にが間後作業に従

ミました i占j告" その{ノie築造!こ対する f、11主'誌、念 ;之、 IHJ接労務授に含められるべきであ
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105 マ幸寸

$'，さ什て ';:T:;~ :JJ 苔;':lI Jiif. ,t ;!しは~ .d二 <<(1しな十!ι;}， jができるピ設はして， JFi'lrf'汁 h+"完全v

r、て弘行Il i ，t~m奇!W)f;t λ立", ",",'-'_ 1"-,' ，.~ 
にミ ι レ) ()_) ~十:恥、 Lばかりでなく， m沈ノ〉に闘するめの資料が;;) ;IT , 

?でるから ;Y) とっズr:;'ケ手ノi&(となり， J、')

と '}Ej~抗“

以のíHllMi とずる

いは トワ 災地三施す ω 乙 tl二 i 必11十なと iとが?よしかの

;るる υ 、i5分 (:(1;こゴよ

ノヤ 1 料 付京出j~J11i虫干 fJ'i (tJ!l)jJ/i jf'l 仁 のとよく YJù~jÆJ1HIにとって阪湾 j の

~')し初公
吋

打、九へ匂 --z.ｭ
"守、

の不♂ナ、こ

( d 'i 
、、，、，

7:f 斗

である/):，ら， し~'ごがって (n )終了ヶリ舗の 1m: )，どれ、,(" る]号九':yt ， ft 訴時'!"，_ :1 r(ij 事弘前~:> ;þ; ふてぶ己、う

的を í ,!lr! ;';r!とふら刀、じめ子涼され1ミの総~)とコ-" -. .-ｭ
、~、♂

吋、 /φ
/，.， i 、

3ゃナヶ ι 、ァ L 
'， :;"'1 、、、

のはじイ，'/I'，Nl~ご符1]計して、 fぇJjj:[únúnj~子/礼 ;.';1;り p

CH!t ノij"! /. /ンじ之棚11'\]減守E i)\ ::'.:.j >< X 

京;び刊さ rll の悦! :C!Ji小H\亡と際守庁主戸1広三ととも I~ <~_'_ ~ i ~;_:1 1íL ;;E' ~1夕刊すぶのがどし!て処践し，

し íγ 、ぇ Ij;[ 1，1:川料法、ふ長ト沫ごJィ II、

f

>t
y
J山

J!. i ーの子会ぞき4ュペムも/'ì問、日立つ、、

[1 月 iJ ~;こおノへて(106ぺ…ジ)の市計制?と

部門主IJ)奈熔計算II …"L 

fl j!!j ;;1' 1えてにおいて 11';ι、 (Jf'jAH11;要望ぷをその滋II ~J~b Fit -ﾍ!-li.i CJ) 'l1í5門 ;;;1]計算 lあまた，弘明日 1] れ以「ともし-， t; ì , 

〉ととでI!;討さ月二であるぃ!.する手続きマあり，こぉ U' る i:.V 2 ðての一;1 tiiF;i' i三?であ

才L十郎fi司法は六心:、;-;-l'$~.j の十 1んその :';151 I 'J から rn i交を七三げて製jt:tぢれだわv~lU_l日:に蕊'J比するハ技授に

それJぐれの製γYJTiと内絞合るカらし〆たカが， <'七つ〉て，ト日剖t

の J泌似，iJ必'1出1: 喜夜耳ヌ父:σのJ 与みy よM川=U以:日】叩H山民「は2 十 t綜;メ(けづナキづ戸れればfJよ、いハ しかし令 ネが千下符符f守t川空到到l日!f悶2 的か 2ら旨す一 1れ1.(ば屯まふfム，ベ七ごの;芯涜5京i ド山[う裂R~;~糸2/41r だm川:訂!ド門4勺児知川刀E守j$;戸i 

j 号寸る ì]~'( fd1î.~善活;土五七11::切 3とのうえ

ふくま【九三う(});む汗註ましし、

1 i土，立f:lli ，;1イl;~{ i)) キ ら Jhにおおハすなわち，認それr;:llj 日以トつ‘;士 2 つの [1 f{]そもつυ

ヲ、卒、;ト5 した松本尤 f也 )1] tノマラ不れぞれの製氏、φ るより，門店!の ~k: HJ\~ if{:1.2 '1'幻

:コヲグ♂[ノ fご!i立 !:ffí を.LM:t9:[月!j，日こ((JIご:J;")あハつ21ふ守)中iI町、しがiilji\'できる〈

苫3JI!¥ ;':だっ?料 iを尚三-守口ネ;(iコ?ヰ，f!JiIlFJillii 効 μゎiご r って-，とéI

J 

，..~'、

Fで，-, , さて， J(( !rIiiif5l"J ci)設へ立，、業の形Ig~ /j: らバに.Jjj.ミ日1，'去と υ 主'(D *， 'j\十とさをlぷナるかに

かしノ歩 主iIう〉すr!~なるりまi'H'々 :さそを I');j めるためには， J;j.(fH� -;~\1j: 11:] は乃はお1i:J}さ才 L i:，~ ばならな 1，

もなうメ i) ッ i 二'/メリソラ;ぉ i→ノí}'，<nJV~/ _l.., .1<.:' ¥ .~ Uιj.~ v い? J.. 

ず亡ぺいよ _) -''r' i ノ\ヲ ワ)刀、応、じγ れ f-]�;r ?[:~収やヰ打「一[

くがわ7什ヘ:.CJ) ]jj{Hl1 tこし f、がって ζj主ì j}、トと余計二'k< ,\1)1 ;~\; L.'てJf;i filh~，i"]--?N( LJ ((j 1をもっこも効ヰくよく.J-'-?r必ずる

ペ?パ Iなうべきであ

,1' 
Y ムムリングネ;l_ ! .-(;刻字，校、:::1)芯|1f}i 士、吹 [L，'，ご Y:Zi 託、して

こ， れìlめ郎 l うをが!象的!、~+i\j}i ヲイ、作 1;ド:と L て長1湿布没~j-t L, {-�;}'I' 5 ，r;nr，Hj ，~こ寸る JiQ 十ぺCD 4 りノム

。守)i;'H 卒、 i 三 il'{j 1;: 11員;派するかむ外して，fi，己ヰゴYi: l JN入製材品お三びチソノ!日川、のいわゆ

11つ労後りの公i!( il <~郊とふくま~ .~-とる n う務伐の郎刊j)jlJ 立ii'!iごついては，

j，~itイlí!i計算に，".~表 5. i(討を í'.[Tr 1;:，li 芥表v 汁之3 伝 l機汚 fi 下，rI料品， :2< 10, tこす労務六;添い表

J L! リング

る Z空白 i i_， 9!j、

'i 該 jjj1fali ;HJf JUJ 1m iこ袋村，乾燥?

1...i、!;， +.~!: (yl i ):-υ 泊[，-;〆三
、 二人:入[1]， 1 夕、 IJj ‘、比五 ~W:O C !ノ

i ，tl .J:i;~)j泌伐については，

、すれが村，三おし

~-". 
{;-、

ヤトゾ\~.::(.~が汀/、ャ
J 

ロJ淡、';，j-ろ、



--10G-- 主主主JよE総会ìJi 叩:報告 官 252

!i¥J 

政 l 休業賃金

，\V， 給料
ノJ 従 Fj長員賞与三手当

務忌戦給与引当金繰へ総|
望号話 不IJ )Ef- �)it 

ゴ1
;"j、 人

1 1、E北1 が|

タペrスi 

仏1 7み， ιZ、A キヰ
tι一rì一、 J、、、〆ヘh 本|

!'i 持

己安手せ, 74ミ授;1' �j)'! 

羽 ノI 三、、

if{J il或

与え 10 う子務手~' i'fJ i]:j :';'1 ;tI: 

:}< 11. *主書記部 :-1リ日IJ 祭討i 二gi

ノ
、



トイ ドH_JI 107 

々 1 し υ〕該 ":1 じ人[ノ予 l! よ必れp、ら

、

I <~、 "-ì~) ョ

，乾収、 アロ…リング j ジザー

ぇ γ う九 p
.JVj .) 

II， ;)J定 i 点のそ 1γぞれの

\され fへぅ

、午、ぷせどしし、心小4百日引J ふのに へと |ι れ、 ι ある c

アロー り/イク雪

、J

n 1. 製品;3;JJ京協計算

く予七のも

((j;打、

トペ

、っ、

ト(，:) 2 つ

\ふ j

(， ι\ 
、~

, , 
、 1

',,," 
" ~ 

、ノ

イb

i九

む、 c> く事 -, j 

〆 J !り与え ジ

、h
Jl

 

f
!

局
、 ,‘ 

し

税 H

( '2 ) 
ソ、刊

, j' 円、 iノゴ i'i))主人主ト?:__ :, '~l ~ 

じた ;L j るどこ J たい3



252 4卒業試験場!~\父報告-108 

製キl' i~-~l fjji 1iI!i ~;十 l~~ :'f;之

一 Ji5Ì
表1'-'

日

ス オ了

~ -f' ::l'l:;: +J::: 
ッ / 1，♂ふ乙 ~~fi' 

f 市 j~七ネt

ノ子

ソプ仮持

ロ i

ﾚ�i よじ

合計、

製材労務波

什偶ff出fi 上比己 Jヰ宇t

?初対5でサうイv 終 t毅空
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f様式;立表14， "問:二〉にる。純資も
--，-二L

'.J 一文 9

h、 f}j滋見IjE:'j:iQU;11袋H ，日ll;こ配 i依す o

jむiヨ?を lこっし γ{ご、L 表10叫労務部IlljJ]II :2fi手L災ならびゴZIL 経費A;5fl ~J~r11 .r :U，~ gf 表の共通制総計、
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寸 ノ 7J LI りミ 、'~_ (1) 念館祭料び手っ宗(段式(j :)\:.:14 , !',:\1 I 、ゥー,‘c., 〆)

"、、 づき， 父悩干UjiJム y子殺~~; I_j袋店j 川に河 J 式づイ、

、
、
、
i
'
J

f
h
 

/
F
i、 し，-_， 炎 12、 lÞ:'l.{イ仏 らに J 

げしておよお別製付

li 12 ノワー['ノ?の川 J

( 1 _)村 (YX/" プ l、 1) ッブて)lL 以的年 L:j' ノ\桜 H 仏三 (ん丈(立 tt4. .，十 1"] L; 

ャトア
ペ:.)i ノ九〉 は初日こJdG. ノローリング必旬、u己ずる

(2) fi 、山 112L fI5:/、トリップス j:-Ji:) (立長 20. ~ÖC村 勺jJ /s 五三渋川;ヰヰ刀》ら， ♂ィ

υ二 L 主主主将にも、).-. v'-')さ)つつし3 ーリングてのた計矧い11九{己 3 心、を4 判

-:>-- -;'一、 v 日

つに ;.1
上苧ザ 、 / 立却

、一， , ì:;f~; líjそ利つ日!.!.Jt:'í.むf 乙.~./ ~ み点目

上う二 γ ぷ j必日ドオ ;;j;以{キ以 .:1 千:亡よ川1I ごふろハし， 仁!

I ~ '.1 許 ι) J 〆♂

i 山 ?J) '~: L. γ ら λ れ!正ノ、J立 iil こして) :/k¥15 (こ /dぅi ノ:ι ぁ しにふ，

しての、与え ω!以J河こ r: 心双生ノjぷ伐のいによることとする
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ブ岱ーリング Hil 術計算表z;之 16 砂

(100) 

自

ブナストリップス

自家製料品振替
チップ荻弘、

?ぎ 1LU1七率
うラスド 1) 'Y ブq ス

出家製材目抜鈴
子ップ長持

言1
1在 22

空室

(100) 

(100) 

(100) 

(1.00) 

/下下

乾燥捜
芝、了任;ヰ、i

アローリング労務質
やlj;5;ヰ:

ブ口 、)ング経費

等 {öfí 之京
民活費

{I!!í 比率
Y453{{iRi ?見

アロ F リング"'，J3E.H";とよる自家ナップは， Iぶ料内部被替は樹鐙，数ft1:~ 耳j似，金額制砲を備えた絞j15(3) 

とれ~， r京/所計算期1 7f~ :こHJ1翠別名古 1- して， 2ﾆ 16. -; :ρ と lと Di~札止 lJF京 iと Jji[科技尽のつど渉また

n - 1) ング Jjjf.frEí計1平表の合計

とする、

受16，アロー lj ングj求 fHj ~tt. tíì: 茨の合計作とおいて， 私!松山の突入製付品質(ストリップス資) ~， c (0 

自 友: チ 、ソ アプηD涼I来料+t披長宇村替タ今「害額ゴ苧を鼻占 [しし"勺引5引iいしい、 7允そぜ煩良を~~<山オ札;i弘ル店引符J て等，~\f布H日川J比--1屯:じJ 弘火忠え怠こ勺寸『計計\-ぺも~:~~i二日液製 {:O1'

あらか乙め九十努表13-と同じ〕においてp

経授 lまブロ p リング絞1;~~努'flli[七三幸三n 算表(様式:;1表 14. と rロ1 G) ;::: ~()し、て計算されたノ'ffJ-{iHíl(;ると !日1様~，(

えやによって樹お引，てす級出IJ ブ口… ij ング l乙配賦する c 自rJ.J 斗三-'igr とじての乾燥授は，ィミ 1û，労務費郊'lIJ \]1)菜

口ブとの合計~~Yi*_:. 含~;t表および表 11 ‘経t捜部門店!_]}f{;:!"jす誌の乾燥欄総計

1j ング乾燥授て比率計算茨(隊式ば表]ふと伺 l二〉にお 1，、てあらかじめ計算された等i市比率にもとづき，

仁rUjに長5;:jフローリンクど武ずる。

:jtìi)jば， :'lこ b. 共;前口氏支のフfJ--..， 1) ング.fj{S ['l i:j 配減額を，淡路，フローリ γ グ京frl1î fn$~:表の共(5) 

との合縮会， ブローリング共泊二2等':1日比三~~n':3予表(不正式 l主主:(14 祖 ζ 問ついで，7fB 焚合計十もl!uhょ記する。

L:)においてあらかじめ;、されだヤ行比率にもとづき，ト;J種男 11等級万!j フロー 1) ングに祝日iまずる。

共浅草空 Jふ表15‘J:t7BjJ!l問、:fu1tl表のブローリングi';ßl' '1 i'RC減額/七:バ16. フロ戸ワンク表の手t(6) 

(様式は:1'04，ユ同 LL 〉iií:l Pt("、間 Jこ誌記するれっし、でとのか鱗ぞア í:.l…リン

!とおいて 3 あちかじめ 11去:占された人γnilL~がにも，l--づな，樹海封←級}3IJ フロ-1) γ グ;こ昇ii，:賦する。

づn安:T333 丸子技ラ l 以!の 01 害事与を完了し，表 16，アロー 1) ング原Ilth;;1 ~草表において災入製材 l~I:I~i :t弘
円、

¥" I ) 
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をそ材了互の!とiÙiおtt;~l におする

て~ ~忌樹紋)]lj アローリングの製法そ i~:U すおよび共を UfHt

寸ソプのrr .1 3. 

〈松え、4. ぐと :，. ζ おける子ッブれま，似手初オミlζ ~:r(1) 

17. チップ吋ぷJ乃合計燃に弘己するつ相続出ij

リンクチップ品、科句終えに vづいては， :1<12.!j (2) 

17e 千ップえの 1\ '友原料内振潟市立にヲ 1志村長日 Ij l::そのf以十許、松3【げのからの哲三杯存立を，

いはフロ戸 lノングdコレ守し立った什で5']符 y:~[~絞首およびつ討造手:1û) 的 ~， fuk ~d.t，~( :~，土，制あ(3 ) 

L しかチソプじぞ;ぺ i 努しないため，マノ 7JG(ふ".ノ!、/戸 1 戸
入“(_.: l;::L ~ 

岳、可M
，.~ i 、一一 、

'sl" ，:勺ハし立必ごしないがp これ '''2日付づす 2542fTU51jlこむ7字:の"十:~~んをよ1史

、上T. ブ'JD[ftJji計!!r:表において子 y ブしト訴しを主~~'T 1 ノア

行じてくキト筏Jjil ~r. '/ヅのち_i/tJ1>] IY )?~t n-W.fih .-'1:、 ti/ す

訟の i\t下手11 日 4-4.

はいる前:亡、阿部な{反役例についてみるととにγ

ノ二F17. 
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!f1j級fオ， i 紋材， fしi三Ho) 3 {!ìjの製品をluJ.立しているものとして 3 、yt; .rH_i係二月L援， ~J~dpj原木俊 ù~JJ

ドのとおりであると仮定すると，各製品 lこ対する!ぷ/に的安分?副主表18. のごとくれ訴される。

イHi:li 1J主主主( : 4寺級;j:!j L 00, 1 級材 0.83，色村なお

ti/l二Ni : tf1f，*~Z 干:;J 250m 3, 1 級材 ltiüm \ '1字通*~ 100m3 

当期!長二十二禁: 8 ，〆100 ， OOWJ

等級見附 この言「主事例のごとく， 3ドJi係官誌による J取{必の干支 5}i計算の高江戸fせである。よってノヴ悩

係紋のJ古谷がそのま~苓'1ItTì比率に影繁し， .~ 1-J ♂ず、;之
、一- :明日

から〉係数の決定にあたっては，えられるかぎりの要議そ i 分jJØiiE ~こノff厳しなけすしばならない。℃ム俗iiふ

数 lま〉位;滋 'i，'，>r: 1 とする似の等級WJ製品がた泣すべき原{illi'.'i1j合会ぷ、ti7i\}J九であるから， JUA~1{首 lむにはFili山花

'l:~目、と定全 (c _cLザIJ ずるものでダょくではならないがp 通 'iおはびく法のいずれかf もとぺいて決定さ

れる針。

数:l~KrYj九一一一生ι\ノ

ジ〉涜うにも L づく lt主 ?I，I二。

(2) {l\lil名灼fiI)i;i'，--1't等級製品のiL:市 rb 以nii絡 (1:.， 三え iふ i尚去 1 か午ノ〕山会場絡ま
),;, 
包 ν入、

fこ将/j之の予測を加味する〉にもとづく泣けF ハ

(3 ) iJA怖いJ法卒ーーや等級込日 Jこふれ川Lる桜(事付布、I.i内政設あるし Iはが蜘jlj製製与に ~$Iする

幣伊五寺H目立えにもと dづくん

それぞれり条件 Iつ!~\じて，総子守(予jイ伊
.~， 以!ムの 3 )KUri. -j， 引，llt で守系金!~となるが(常i争引

Jこ係府さ 1 しうることもある l 総合:;i'[ f，Ui[系数)0 fことえば 9 !H~~M: ， 'r-fJ"沿潔惨材料治被誌の 3 つ号や

して，勺係数とするごとき jふ:fTである ο

ぺ十日となる等1Jli ;;\'紋ば， け%':業の ζ;わじト主防僚会')'jん誌のつえ科r子 ((j ，統工7十{ド

St 1)":.らその企業;こ設:iiNな 1i[Il;;0>Jミめ zなければならな

(1ft こして p 一応ジコ:llIi 'iié となりうるもの条例示すれば以 i' のど止くなる 6).10) 。

( i ) 品こヨー計ワ〆ちをき係改と i__" こ才 L 袋行 éY:lY;IJ完成

苦.j: -;jえ fしの己主3等

(i�) 製付労務γ弘主2わj 絞 宇i村 l仁灯、2休校fあた の主とを引日糸と ;，J~

れと J民!415占見 !J定 fj.立とののi士号令 1~lî .lか私とすふ r

(ii1) 1Yi入製材品市 --KJ漆日のブロゐリング、製品単位体あ

れとブローリング笈i.!1:小J完l点点己主父母とのたつえの tヒを七本とサ

(iv) フローリンク労 ブロー i ン ノロ__， 1) ング

製品別lj:l[立体積あたのの tiJ!j'悠加 [Jドj:n'j の Lちをど然fiJJj係数とじ， 乙と

プ 'Ç:i 作 リング製品川完成品数i五とのTlaえのよ七安3州仁、本とヨ心 p

(v) ~lLJふ… J!iili;;J'品 OJ 単位体的当たり撲絵人 r 乾泳!]:}~リj のよと

イJ ノ~~i;怖係数としヲ これと;製料品完成t~:r\λ とのぢ:の比ぞうム悦J上/十

(vi.) 子、ソソゾ芳ピミ3 チソブヰ チッ~/'製主将L i立体積あた

JJ 、 コ λ:γ 了、1文土し， こ



製.t~' ~$. 0.)ぶ!日行と努まる 11:ノ

り吟;マ万iLJ二のJ1; 'ξ 七主役とし， こ耳レ、:子、， ぐ:v)下主主心ン;と守、 :ll' il亡>_q:，ç とうも〉、

(vii� Jこし 3 これとト製品完成U{患'..奴紋

のぬづ二ぺJfiiTl1.1乙宇t とヲる c ， また，いか1前段簿 Jミ;匂:おける自己 l吠 jとが;色、汁

LL 

il ::;. 製品(j)受入れおよび払出し

.llJ.U -44. までにおいて決議の!日三 J するカか三

/人ハ/， :1了仁r二し守 訂払、{山iはi !/パ;立ふ !J}，!いh口山品，.】(I川)<中Fドムツ()のj仁つ)す紋(;d滋iゑだ色管:ご士\'l'I\守恐IL ノ J~'，~ LjJf(Ú[1 の!i j~}Yお よび内門店長名'[(0) 日 i'苦手などの点、で?

々いて わめて Hl.:~ な lliif立〆 r'i めるものであ 在、 h L.(こ fl!Jすと: ヲ

( 1 ) 裂かj ぷ， ブ n 1):/ ゲおよび 7 ッ iJ)フ引にコし、て~~人イi}iノた終そしつ

ジれ
λパ 1，."続符ii!iilij i おお!)}~， -.:' r., ~ング ij.l! 烈およびチ J ? )ι/、!r'îJ;r

3 、っ υJ、 U.; ，j;i i 

境技日Jにおし γ'?~ みのぷぺj'，ヰミなろび;、「それぞれの涼üE.iI古川表:こもと f

、 1/; 該イrl!1討誌ノ'1 に;之l或しJ JL 与をのしす、)1"，以 L，こオ L イ〆 ~'d9司祭 Jf:Iコ川l廿ノF 日目 Jj ソ

プじ;ドjぺお j、びチソノと1長 p.. 1) :/ チ，.とれ校式ぇ19 と IUJ じ ì (/)うだ、 ω

( 2) Hj1_ .fJI-iS'I^j_~~{Jþij末[ム コ 1斗 i I'，)j、川~~~{おぶ♂それそれの jよ字決J二、ノ?

した会製日!lO)絞ぉ認可在'下級.~JUiぷ Ally加に j:lJ1tLd? ノι20 製十)，公I人 fJ，フロ ノl ンジ

ェおよ..，ヘンフ 7:-iL'& (アロ j ング .Ji:JL :~~<，チノノマ::+.ム去のえはム(20 二1'6:1と lJ) 万 l j 

入す

(3)倍付、百 におさiTi'介みの製志 ( ':::~~ '/三 f 主

乙': 19. 

I i 'Í;と
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長 9 、'j該 j五せi旨rt.n~J[件jの &Yé上製品を!民十;J lIff l :JG1;1~ ， ブ口 r ーリンクコロ 1;1，長およびチップ;[;1'止のっちの当該JJI名

ci2:!i ú)j込山市討に記入するとともに@残)\~]を計主I ずる ο 各売 i占製品の売 i二原1iHî (41,. tU 単価) ~立， 11-2-] で主!、:

f 、た材料}}行制部格 lこ J対する( 1 )購入隊W!îit!こそ\l心服部]として係f!ili '2:もって計算いト1\ JffWUこ込 lむす。と

I\jjlf与に， rr~j]~~JZ. __t において必 I i以 flö (払出金iU'Dを n←しする c

(3) び)jß記長終えた出昨112!こもとづき，当該バ年\亡〆L ける会う製品の i~kt1~tおよび製ぷ，(4) 

JJif 111Tドを、，等級別製品目Uk~犯拐し :I:B{t{f Ji?J については裂かj 品交払表?ブ fl ..ーリンク交払茨，チップ受払まえの

~~~ ~~j 7c J:JW 1ül問:j~ 1:己記ノヘする。ま f= ， 自 1荻原料内部採誌はと当月 71;I C:Li!古を構成しないため 3 、'] Jj 内ム荻穴、九J

ポ~j iこ記入して替を広別する 1 、

営業費計算II -6. 

営業務;ふ販売焚と…般管J1li.タ:とのが:件であり 2 製ヨ収wサ対立ーする概念である l とのう出版 1立製

一流:-2:1(~KJm符; 'M3託子:初、のでとí.~lL で手r.~ ~~.i ずる授HJ でø:i.. 1ーヂ伊
1 .. n日の販売に隠して安否/日する賛同であり，

7.. 
"、，。

じっ内定;を l主体的に販売法ならびピ一枚{ì4f3JI交の玄滋定そのもの iむきわめてか践であるがp 災2芳

決定する擦に?両者のほ55i] がイ〈切りようになる JÄr1:';'-Iß少なくないc ことに，わがトいつz.g~'1;f}j{tのような!j\)\i\

J;弘fifr にあると弓，その刻、点カあし )'J校校.~-~:υこ通市みられるととし販売部と校汽とが王子れ-}~ f!~i] 

いになることが多い η かかる .~~i合は守[1&完授男活動との関係必さぷ日!ji 充 1r;J:銭授の

た gi-'~Y:L1Jりのう
ムコ‘、.，

士り ~i':"'_ ~ みに限定し， ζ れ '>J外のflIiiっモ問{長授は投管理子をと .j芦して計算するととがあ

えでíiffj.'t'j'のぼ 5jl] による :'Jl採が少ない場合lι~可者モイ去して計業授としvて

ある。

、

J
止
イ
ーν製j立似j' ,::':. c:: もむi京慨をネ昨日j:Y~}'白るが??こ!立況はlt.\: ~~ i (.., '/rj上製品十字)'L 一11F';<公主，.H矛 ì ~~. 

丸、与え\'"，.，

し 1 ザム兵
乙'，--.' '-ゴHi:iろぷ)ζ は怒のらち内にとど3':ワ p

;さ!ご九:、しかし，偲ぶ政策のうえでは総ばD1:.1iさな;を;設ををつものであ(て多 nB 叫J. 7:íf 4 よj;ζlt-[_J

もと心J悦、らであっる事司j笥 5なにおる 9 総資およ

山、ら 3i[î}f~ 言 !'m!Ît!的あるいは応idli管仰のJEï足主が認滋 JZれはじめp アメリプ~1 !"とおいて

10 バ!空'を7きえのけ、iとfTめて計算てご) féli向 ))ì あらわれーつつあることがおされてし 1

モHとあいだった1ザ ;[j 1 は I ぷ汚j必♂レコ λ訴訟原idIiの;日誌が二とみにピ:(~見される

I 出{補三十訴訟1てが千三nl と以{九 J の亡、:f1:{Etr対応;と!誌をするこ三がつよくまさ求されるととはあるつこのdコ

> 
、ヲ又益xJT~~ という t!{" ，1.、Lからすれば。楽授もたんなる:ば務会主([の犯行 店主伺として!弘法するので

ヴ

<;:) 売、災品の総市)..二と''('l!，i、:させて，お戸"，とれを製品目1]:主犯し~ ';i:_; 
ノ

" , 

いち〈一つりがされて2 出終了:往主主ぷ〈ザごするごと lご

ぃ í:

一、白

j ます千(プ;，:)/)'i ，ベ
。るに;古、じて，f投下l'j;'j!担こっし、でみれ{乙

とをそれぞれ分する必~~ーが j 、γ亡?をd 斗J汁1.吋すf脅!刊:):， 1日オ止，:，1\寸弘.....、?一〆付4 しん 友予弐、 jヘ、fγ斗、ジ火くノバLjυ ノ ,) 、 リ〕 仇-:1 ~J l...i し "ぺ ì::"l?) そしご予

ナニ〉しかも，計算よる主主営tIfJ.T:fブ了 /1、 0)先反:こ応じて，かかと、一般ふさを 13体をもれに管する

必攻、か生じてきたのである

それに応じてをヲfU'心!~'iHに諒して i~:: ， 滋主守?のJ改とともに，山う大ト1-~j}Hi ( 

亡二の士自火、l なっておらわれてきた。モ ζで)授のjlíJ í{] と tJ反充筏ヰベののためにはそ応製品

しどこーするととが議請されあ
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γj 日主役，応、!派するの !i~ lj ~汗といIlノ〈三

ある。こじうち 3 亡く ノ

宮、h
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イJ ら次で点l るが? "、本
、引、
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<2j k議官分、

f つ 1
、に，

)てヂ J 、 ユ ザー守ノノ，下、-J'l
4 でノ)、

(4 j ♂づく

, '_一
\υ/ "V' 河["'-.f1'れどに守二:づくすト矧

(、 ι; 丸 、11Jm蕊主パ t;J(:サに!烈しいf ， 山市"コ8i 川 L~;乙 1 ノご( 1 ) 

二づき 3 さらに、 これそ〈日 )ì日iJをとぐλにも三づ i ゥ干支こよって， え:十二長品との

[1(1;どごお v.\ て， L , な :b火、渡があ才え rt~:見山げつ7 似品 j号ヲノノJ のがもっ~ t) 

で〆ヤ十/アJ イ二 F; ;え、 泊、えハる とした。

て 1巴ヲ子;υむ Jl1Æ1ìイごロ r と す~乙う 'r汚L /;勺‘ j以の 仁る

j;\っ射殺ク;三れとおい ιiむ ヌこもとづいど J二されどから q ご -1-; ':，1:，: :1 う に斗デ
ヲ ':"!' í ご /ζ i..-'-I )ρ 品ノリ

ア, 点、日 L メ三!，~ド
、，!~

史的れナニム《、lノk在もつから 3 、イとし γ もコ /ケ~':;'ト v
bνノ仁乙乙) -:,) 

ミ仁、 ノ d 、 ノ '"'、、〆 v 、
、'_、 JJ 以に っし._:" ~お I 絞J111 との開店!こおいて。 止♂ J_ 

ノ(\;\\)JIJ のコ'd 製品九

す) Iろゆくふ之ジ:的に?将校されfこデそJふるトヲるとえ;ι こポ

、 r.， 主 1、
，ノノ/'.:..んノ しノだ建物乙 4いえや文 fょが!代 7ツ

L" )- 主将 i'ii\ I じず;;:，

べ z ん ノペちるが， JムLjと !1 七

今日こして l出じ 、

ー

<

犯(，二して

と、m

--ブ.. /'; 

" 

i洩ム心/-め L .~t ト勺日 i 、 v 、
、

一一，
<、 つだの符尽すとのな

〆

"、., 

どり lうつウ〉コ ソ。一
円) /、 ti )

1,," .~.-- -? 

ハ( ζしつ泌んよりお効

弓むら三十 8-i' がね
/一

、

づく .)_)どと!斗る， むとと》 " '-(:1 / '._令
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_'-.'υれ
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(1) 販売l自殺設

L 包材料佼~ 2. {計五~j}選滋賀， 38 以売ず、数料) 4. ft{刻扱~!ë;.

(2) 販売!副長焚および般!i5J!R~1t

1.役員報国1ft ， 2. 事務員給料 3. 事務員賞与子治 4. 福手Ij厚生資;"). J丞職給与引紋入額9

6. {~総務， '7.字、務J1j品 Tb~ ， 8. 旅:的交滋賀， 9 通信技， 10. 支払手Ij怠旬15: 料， 11. 支払池f::;家賃，

12. 減価償却費~ 13. 税公課， 14. ;税課余， 15. 保;攻科， 16. 保管料， ]7. 電力料 1 18，ガス料，

19. 水i芝卒、ふ 20. ~m湖J~;主lßtH ， 21. )返品 x~+ø}]ま， 22. 11 姪I1 引 ~~dfL ... 主ittlí'

営業哉の計算予続きは II -2-3. 旅費td-ß手:とぢf じ，立主悩計算期米 lこ引!ïli 禁，終資iL、緊》け:~ ~Wh禁句どにもと

づき p 当該)\j{{iJE i\1 j草期間におけるお業費の文弘海h 発公害}i，ィ江1バ二綴およびYJ t;IJ績を計算して'j~ 21. \似ヮモ 0J1:

おて五び 滑空管F立詩集Ht去にf空白月日[と記入する。 との 1宅[J 5Jlj 

iI♂策 U:心いて犯~4 した販売授，および…般管Hll.賛会それぞれ~/é..L:.製品種類;と分主主祭汁ずる計算手続きであ

って，製造I)f(fr![i計算における後終段階とじての製品別計算!と初治する。営業授の資自月1I討さj や機総別計算

tJ: , 原 iillí!(1):J'泡目的には有効であるが，販売政策の樹立やィflj よ九三| 抑U(とはあまり機能しないといえる。なぜな

ら，絞り討をの，三小が!ど、らずし七 II反Jfと政策の遊資を表示ずるものではなく抗;':':1上♂;一;八高1

￡お:いて 11]]刃]らかとなるも Gの〉だか Zち、である O したがって，製品種類別に;軒先政策を決定するためには，製品務

類似!こ売 r. ，'らに対し τ，製造成怖と営業費とを阪賦して損益を計算する必要がずる。

名製品種類5JII'こ't'It~;長賀会西日賦する方法に lしいかなる給!lfIの営業費7i:妃隠するかによっ 0)<の 2 つのif

iLがある 15) 0 

( 1 ) 

(2) 全部照的v注

<: 1) WH妥;Lzf河口;(:;t、 9 産設住;l純計算の考え)f (iご立つものであり ， }~;S業授のうちの変動績を各製品積殺に

茨 21. ìl反売焚おふび一絞殺j認後集計表

干1 .... ..... ..... . )j 

L 孔 綴

1 荷造材料 9~
阪 l ト!:~ fiJ :�b゚ ;.去費
売級元手数料
お
恒
常
式

L

1

3

 
幸司
Jι 

ロ 1.

r:li 

藍色;政課して限界平rj誌を算出し， üH1JE焚は-'h~ して限界

利益合計から投[é{jとする方法である。どれほ， rãMfドiな個

別i'i!'íl!ITの i交íLt ，こあたってすぐれたノ_jf (lとであるがp 本字社会

においては営業費繁栄の分類において変動， [ì料分支Hを

必然考慮していないため?かかる方法は伎jねできない。

(2) 全HßJjj[ 1[1h n:~ ，ま，営業誌の総額;j:， それぞれの~r'iij

穏績に況賦して，各縫製品滋JJi月 IjO)損技会i:j.t\1する方法

である c この:カむ;法上幻iは立;t~営 3業長 f竣を Jをを[似!坂b反(')完巴E己 If!削1討j姿苦授空と日股反:売JだfU問(日尚;日JtJ;.、費お

Jよ:乙びに 般i管今t倒4慰ψjいιZ資4門そと lに乙 2 分し， I自前'jÎ狩;なli者守 lは立各製 lJ!店!

:後金行翁ば主j巡志 i迂T工.な問配i己:紘 1守誌?悲、J得~'{;にこもとづ 2き雪各!製叫品 irごζ占Jぷf巨段配i元必['脳尉賦j応: IしJで総JJii

怖を計算し，これを売 1:: "ri,:;S iJハら 1!t%~ Jj-ご:JfJ.践を ;::nt卒する

という手続きをとる。このどË';\:~n康保i?:iたでは， 1I反]érU1 J主資

および ròt管理主主が販売活動とmU:ZJ/J関連をもたないか

ら， したがって予算;Îj く汁Lたお主主が王子製品格f類以iの漢の

損益を表ノj‘するものであるか否かについては疑問が渓る

が，常業授の分王立がH::i(支子易であること，問後のft賦



(' i ¥ 11 '7子

信'!H0~イじで主るとた~/) ~ 本初 :-1 で Lt と 0)))ムる

令、て;立， (う".\.こバーのか、がとなる/;:~ , ~ふの

によって、 そ 1 しのど品/)三三村子ょパロお大会さ Jと yE1k によtザ1] し(二 去の 寸
戸V、N、

日
ヲ

I
ι
i
 

ぜ;として:土，行絞』ごろf)コのものがあ~) 

(1) にたしもしじそれぞれの奴j在的 'I!:n 本添':_:!，ち ο

(2 ') ヨ該"ご於t11-.-:::: ;)1 た;見!日とたいして， そノ;)'Lぞれじ斗さ芯ノケ訂正、「る〉

(3) 刈該j守口の iJillJ ， Yぷ己主7 よび U:{iト品 lど行いしてそれぞれ1))í'先日をと1 ふ、

(主)与 いて苫娘三(.Ifj:、 ttli (J) j)寸.. } V) f仁 !j[[r 伐を )J日えどはろ y

(コ ì な ι ノ< t ü?lよ出のか庁、 η!と !W 立の京;夕、， どそイ?と 1

lれ Jご??およ、慌の法11 令 7 の j、うに~ "iョ 2 んど問なし びノ占 i;;行j!í よ !! 

~l:': 

しておとはれるァ，)九況や子I.ì主などにつ ì~C (.ふ W~;~)Iの没，れなどを滅的

のか介 と1切である以千三、守;あ石、 れ!とノ:~!日長次おに tt~Ujもの以←んについて丸山河 ((J!と:で!J ずる HJ

あるから治fi 、Hζi立( 1. )(j) ごにく) )~j::1k1 日;そ交と [JCvy jL:〆児島13G のが主主j 万 c、ある 3 、 1
/)-' <.Jj 

Iぽ泊五 !J9:~{J1;引ごと;ーが:とうユノ Iと夜勤 ;J- i~ .L な \.:t~ H!l;A~ y_rj: :fよ、プ 売坑三討をは -1没に弁九そもつ

九 :y;~ _J~. .Q..Q品の績が{くろと-\f/. -:~:なり p したがイて，かかるお:"ì !:tC 2) _よるのカ際的とな

.;-.，少 製品の完成が にわたる以 f:;ふ (3) がすぐれたノであるが， 民t;]' )t~:立製がと，く?な

イ，そのうえれい阪桜之があるため令製品について常業夜が二はされて)火%)をちら- ._ 

ウき々い、( 4 )の :J:;i と-~ [立、製占!いょ ~~:r と山首J!I! J のごとく内認を Iとづるか弓ごおいては

とl::り p りしろ力日仁志~{辛子 γ oノ l/， {t、 ffj'， I'{J'(、ド;:)初公ピイえされる。 (5)のんづまえJJ )'d~ iﾎ) .W}F~予寸末年

1:1 
1_'1 どのゴとく e立与;タ ~i;: :fA むどに 11'1':jl.\ してぬ;賦 t るのが、li であるんよ合!ê: iTiTI è~ iν る。

i_::)，..I..-.O)/8-.//法のうち， いグ才L与を j 張 j討する ~r)、は íll< i jj!j {，で;そこっ汚ト二 f'li しで、i 川1 しな fればならえよいがゑ

と才述ノ二は諜で t:，t~初日]ごとの:/::[ム勾の変二校iJ'J少 fぷいと iノメりされ。 またん1.

ごとく付料fその製.;?t l.以 fri !i i こ~.{:~ぬるウエノ1 トが大きいため， (1)にど心のが最j践であると下二ズる。

さで :Ji'Jiノjのお 2 1. 1取り;;資お 4仁集計Jぷ 4おいて県川!才〕た j汚染うちi1!i~_N Îô抜汲

22. j i!jどだ弘、お J、び一 wく?へJ1lょプ γlljhi. i~n'}{());ぷf ;:-~J製則被こ|十日技記人叫し，波茂人

?と内 iふ 丸紅:を !'I];F ，!['，&の冷 ::1 Hff'] !C くこのまま 1_((~32 ずるハつ I 二ヲ この渋およびを

22 ‘ 日lゎ日上 よ:

〆、
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Wüち IHJtよ三をおよび表 23

すなわ各製品交f/" 災において集計された ?l!1 )J j¥S LI矛[{di ~ 滋ifrili計算 ;1)J米 lζ ，名、35 仁製品 lと妃11iえするため F

ち，引 1主Ilii(市計算期羽における売 i 製「lJみJ三試Jjlj の製;笠原1r1lî そ， %( 23, 絞fé11¥1 jj主資および一般1mr河内円、!賦百|

る。この数値を忍#ょとしてむ賦上七本を〉ため 9 とのよhヰ〈にしたがって，3章表における

fJi完川妾按13よび…般{@;Jlil裁を多売上製品殺史認出Ij に自己目jえする。そして計算された配刻、客ば令 2( 22，絞っ1[5 1を

まí J~ び 'fiJ史 {iftJ゙H .1fIt売1.:.製品月|j集計設に71:記するとともに，販売i間後受注l詳して売 i二製品f1TctJ(JJIJの当期絞

:?と後，および…般俊]tK}~~を算出する。

月次議室主計算11 -7 , 

工会計刻(~前7舎は 1 または、1"l1ゴ〕における企業の終fI成績を外部に被告するための損謀計算者:ぉ

企;えの経営活動の成果を算定 jl~7jえするものであるが，会'!It全体の成績を総額として計算すおとと，計算!日

カ)1立すぎることのため，経営餐fJllLI二の機能はきわめて之しいといえる。したがって 9 経営管JRUど必裂な

企業の絞党活動に関する意志情ヰ混令 i&るためにn 次損誌の計算が還要な手段となる。月

とくに，製品秘史jJJIJの月次I民主主計算は，決定忍迅速に，誤りな t 実行ずるべく作成されるわけであるが，

lb'JH と収益の前díiから製品稲類別にその業績が測定できるため‘い(ぞう効滅的』である。

とくにTm:~Jlなものは次の点 Jと要約できる。YJ 次損.t';fWt";W 需に!妥請される条件のうち会

ら得られたものでなくてはならない月次i長I，{iiil'折、苦手セ算定される損益!立，、
、
，JI

 

〆
，
、
\

からヲ Ñ1'紫外の損益 i土谷絡する。

JJ 次損益計算は，期の扱;在日 t.t~で必るから，営業活動の結果を)þj!H]的 I(J1'篠;と限定する必要が(2) 

めに，収益のiiLfニをら-tl:， ~~m の計}'，を日、めるととある。よって，波消と 1又よみと

(J~F されないο 乙(り窓味において，ぷ災収益の日[，[も計算の[了A年f伎が iX~ ;Úl されるかさり容認される ο

芯次t員総計算:;:し迅速に実行されねばなるないc との計算の[JI'什は，経営活動の純泉ぞき短期間の(3) 

な的 m:tをi存ずることにあるつよって‘計線、の;Lf}之はそれだけ ;úa 切うろ:こ ii_t'， jfj[ し，そロコ築

n次損終日l.t~~:のも切っ本来の機f1~を読ま殺させるととになる。

J7 次損主主計算 mr は， 外部報告を必35としないためg 4企ご業dの')w;r主殊末 ν川1，.‘や経T汁f付f笠管1す、臼泡懲i の:叢窓没恥)点l託のおき Zが所f升r 1な正とど、!花と

てf任F:窓窓な形メ式:ド内ヨ!官のものがJ巧5 えられざるP が，Jj次決算はまた1rôに決算の t~KNH作業でもあるから，ノj次Hll会計

な措 1 r.W を'~!ÿJずる時機を注し‘

3手段(が!三次損益計算t;の様式ずるのが実務 Lf土便利νである" )jおう干計、野手;の様式 c しではj\( 24. か

もっともイf史的で;わる ο

ノ11次損益計算書;の日夜手続き:ふIY!f !iIJí計算.1t!j:;?;: に 2( 25。売上集汁支のお月 3[1~J: ，仏

ヮピ LJJjl備ならびに，友 22. f奴禿貿および 紋政資氏上製品j;Un;~i:f'l 援の製品 jJ!J 合計:合jUともとづき?売上 j裂

涜]~m! lI fと当該:五計算ノにおける予:;己ヒ総不IJ技および'l~KHtt 利益を1;'~: rt~ する。



製材業のJ以{出}ÿ-j友iJ:iご関する炉提案 … 11骨一

jz 24. Jj;欠損益計算議

々の ノfJ. _11-~ヤ吋 "F 月 日

製品稼業ii i ラ

噴出

蜘純包 勺よ抗売て;hiは .L 作

よ充己 一上L I応.Iij( 11桁机!l町li l 

ヲι J:, *総品訟1 未烈利lりi 討議与
i必Zうグfλ 2 まおf よ tびメ e 対般2Tf主泌n 守焚そ
j守 :翌設ミ イ府利戸烈1 1~'li浴5 

表 25.52 上紫計表
主k )J 

'1'- 1討球完f，j HrlJ; i j ,; J: 金額

ラ
ワ
ン

II 8, 総療僚の計算

すでに ll-(ì.営業資言1:911: 1とおいて述べたごとく，総涼111ft iま企業の{11E格政策や絞常符潔 lごとコて， :t主要な

;訟主主手もつ。 るため，販売製品の価終は，供給者側のJjj1怖と関係

なし '1[1滋において需給関係で決定されるのが 4般的であるが， の他 ilî比j 'i<還さずに

販売する t2fk;ふ販売猿JJi のうDfinîl立方iLi\;Éつには総際価そを茶7宇として決定しなければならないととになる。

立た， ~\~1UifIl -1歪級別の総l五i似ぞJ巴泌することによって，販売活動および官見守雪~W'(tlを管泣する場合の重要な

情報がill} られ，とくに，終品ごとの収益事l'をジ!:JE'J向るととによってを経'沢政策決ずこのための有効な資料が

;):1{ 26. 会原価計算表

J己 1'，

PJXYG官~:およ

~;24 JB:、部

絞 5モ数数

汚i 位総原 {íifi

i.q 

f ) I ( ノ、
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-121-史料数の了:j1.-úlli'N 1-;t;.~ (-c隠する一提案(泉)11)

戸 ~h '7 
と..， I~ :, _-;、 c

総J~支店 ffiCD ;}'jAj}# には、総)以f!Ii ITI :t'ryiz苦渋 )U 9 る。その…自交的な Ji:~ーえは表26. のとおりである。との去とに禿

L!M仰 p 阪)l::日号おぶび ~t!t l，ì.守主.H. )n~ ， W;{3!し'をk人j 長努~in し y MùUit.fim と販売製品単位あたり総立ji{i\日与を民主r ずる。

らす十袋三コこlj j!3 ・ L IiJ!.fif IlY，l 幻 A ら， ;7ん/c 't1t および…角的~f:t:IVr~ ~;t 表 22. 販売校および一般管

ら，また宇D)x3'(:絞殺;ふ;jI( 25. 完 L%計 ;!'((J) 数:01燃から，売上製品綴主lÎ

見lj ヨヲる似たj三たそれぞれ1)';にむする。 そして， Y口 L以 {ilE 1 販売買および悦げf j:W 'i~t 総際{Fi，総線引I!í十

rF{主主リ;~1iHi iご!二つ ωご総九 を袋入Lじする内

JTL(とおいて段、了、ずるつ特殊f上れ I!I];止してりしたJζ nt:S5<ノ1::!*<1) f[J lIi主 fJiJ t立区lG. のごとくな

'γ、

'円 J つ

原価計算と財務計算との総合i
 
l
 

y
s
e
品

i 会 ;J!-WJ i1 nij:j にお:す~)~滋 iNt-i\'号動の結果，企業内のすi企業 })!/tn\収可 i ミモそのじj!戸対象と L jl.lT初計捺;む

L"ある 1 1l ~'}5.における企業)1がrと企業資本との現状をiリ}らかに?るとlt(:~~ fl僚F

ともに令 ーの資本のも誌をいかなる損益を、生

すなわる計算制度で 2ô;;;)οバ若手対象とし，ィぞ (í) r!j Hi5 1IY.引fÇ{'liEi 汁訴む

ち》 対どri;;y~:r:ま， 期 l'iTI計七qr> hx::I1ふーであるの /t);，j し， !日川市i ，i[宇J;ふ ifW月 !JH-l<6~~ ， 女f家計算， イ日五

あるから簿記のごと

伏線延士号 j 主主である。

原価~n4:~r i!jむよ ;t ， IHイ与の二1:)的として消授されたを集計する

く計~:;{のゴミ行犯荷主;ノて必ずしも協定形式it よる必要はなし\ノとればJij[fdliJI初制度が簿記と i廷に発後

それ Ël t{"貸出、r'H]の胤1豆 iともとづくお口統制能力をもたなし，手;;' t~-:. ずるJ'日Iiコでもあるが _l Jt"!ii-ﾚ¥f� Nl ~(.~i (，む

いから 9 じだが川て) Hii 'r珒� ~n-;:カーによ円て:Mr HJ! 容れた製品 Üj\iéHi が.ìl::li{riであるか否かそiむ認する手段がない。

これそ勘定によF妥協百ト努 /C 0 Bt-:1ê 'rt可能ノl] .~~.もたぜるためには， fも;:dによる内部NiMJ'ﾜ (f) ;11:~: ~: Bi3除名三捜し，

るよ、うなたは織とする必奨があって [.~~}f1\すると J も lむとの孫基i}完fの

lご結台される必~がある。本手l}-fq'?コ) ~~お fiî:3" すな

では， 1''<)3. において J五円内部におけ'るお，u)Jíi:の述給与合同らかとしておいた。よ_') '-C ， コf.;0JHr;jえによる

Jij[fllfi ;('I'].,1[ {と n司する長会fJf:設するだけで，ïI1、務;:n"x手とJV,í; IAi id'l!1なでは、計十第三)徐尚 '~l~'JG阪にかか

札dぺ:γ とのお♂['~，まりじて';~.~~:-0、 (， c;:t~ }J立される。コ1:州、形式 :r よ;わJふ

下:え iJ r ....~'rJ:i~nf[]R:~ 吋じ自iJI

民ええ守1:，長ぺ青17表

した財務Eff)，ιば作成できる c 乙のように，鴻いう主ì} Xê, 1 ;~\\ G~)~:t己!良子総さによヮじ

iT_~. な ':r 続きをヘアi.Fか!の財務議長が作成ヨれうるおl織がととのっていることは3 企業会;iHc不可欠である

よら Jg公;ふ版簿のがねられない結決，ぶ勘定rmの有機的述絡が不明りウ':.，ただ jし足]}Tr2 )1;, ii!l~ 丈

J、う L な[， 51[;;2，;かある。 j入業総討において?絞;汁 hが経営1ζ対する~;j;.決氾を行なうにあ允って，ィ託業内

。){i吋惨 !II;�)t'1 {;~ 0) j~: {本そった)_tc把疾しといる v とがーコよく主主認されるつそとで， Ei;;こ i瓜イFlJ計算と対務計算

これにはど《に示す 2 つの方法がと 4こ 1 松ιJ 絞 ~;~QJ".!〆おいてー ú機的 iとが;公司る万法!とついて検討、はるか
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考えられる。

( 1υ) 説;定i乏主凶凶4令総j位念括去友i による〉方り

(2幻) 1行]手功列lリj立簿草記 iにζよるj方f法

した存;1](む 1:業会計における勘定をいj定資本;勘定群，巡転資本勘定'1H ，成栄吉i自主J 勘

定鮮の 3 苦?に分け，それぞれについて勘定総指表を作成するものがある llìのしかし，とのフケ法;ふ 勘定It'f.

が 3 つに分割される総菜，

なものであるのそこで木報告で

lコ，会IJJ定:を‘覧表 /J~するという点

ブ

〈よ〉。

行手IJ簿記の1理論は，それのもつ数々の特徴ゆえに近年注目を集めているが，とく;と簿記iとl1.7"[J理論を応

用することにより 1 枚のチャートとに会勘定を表示できる，一覧性の利便が得られる点が最大の特徴で

ある。 ζれを実務lζ遮H吋h るについてはp なお，米餅J決の問題があるが反iiflí計算と財務計算:とそを有機的 Jご

結合して， し，経常管J可lfl fl1 ~と使用寸るカ法としてはずぐれ六ものといえる。

もとづいて， 1 枚のブローチャートに集約すると表27引のごと

くなる 8) 。 この表において，対角線 IIC;ltんでいる勤メÍ'科目のボックスのうち，主契j*~ ， ~:ij~ ，渋.j-lr ，

貨幣，債権，損失を iEのワヨ子とし， ;珪;己負債，資ノド，平\Lt主，前自主は負の鴎 f として， これらの勘定科目

をそれぞれ白色，紫色のボックスで表示する。前期総総勘定ならびに後期繰越~J)定は， 11プi因子±の混合し

た過渡的動況であるため， ζれ~.‘灰色で、表示する。この表 i二において取引のプロセスはつぎのごと〈連続

する。すなわち，ストックとして前期から終滋さ才1"1ご 11f~降は (0， 4) (ぉ:区内': 0 ，横ih標 4 を革まIltずる。

以下向じ)に記録され， Ic，J じく前期から絞り越された資本は (7， 0 J に記録される ω 貨幣のllib き

であり，資本の動きはその写像である。つまり，前者は lìílJt~繰越というストックの減少と， t{'~;殺の増加と

を 2 Í!'Uこ表濁する。後者は資本のi勢力D と) l~íJ期繰越の減少とを 2.'設に [\'(11\たするコ 1:Y{' ~容の文!ちによる夜史A

~~の補撲と代波のi芝草b f立 (4 ， 1) iと記録百れ， これは貨幣の !ii!i 少と~ -!J:.r主'tl'i#の増加井を 2 JE:1乙表現す

る。製造過殺における Il~iili髪紫の m*ßO)フ。ロセスは(1， 2) iこ記録され~ ~tllìî婆素の減少と

まえ 27. ~L業資本のフローチャート

(0) (Il (2) (3) (41 (!il (6) (71 (8) (官1 (10) (1偆 

-十十斗ト十一一一十一+

(0)ｭ

(1)-

(立〕ー

一
一
品
十
十
十
一
十
+

)))}])

引
初
心
ぶ

u
h
力

a
m
w

山
山
口

(t((

<([

G(

一十十十十十一一一十一十

のf慢が!と安 2 司j; fど表現する c 製造過程が完了

い新製品が工場から念隊へ引き渡される

と，その製造!京例i は (2， 3) に記録される。

R:1貨が版ゾêされると，その売 i二代金:は (8 ， 4) 

1 • 

に記録され，利益の増加と笈幣の増加とを 2

~tll ~ζ 表斗付m る。この対22の桜売と同時に，そ

の財貨のjc__L際怖が (3 ， 9J iこ記緑され， )は

iまの減ノþと損失の橋大とが 2 ltUこ 2-t心，\ (~れ

る ο 管銀，販売設が貨幣で支払;われるとその

額i土 (4， 9) I乙日己主主される。不1jJ，喜から純1[みへ

の ~ld十取引は (1仏 8) I己記録さ才ì， ~ 乙才d対屯

読の増加と利益の減少とを潔l床ずる。 まよi欠か

ら純JI在への ik努取引は (9 ， 10) に記録い純

訴から総擦を捻!治した叡が 1仁であれば，それ

を (7 ， 10) iC記録する。これは貨幣の増大と

聞い

十

十

十



:りのb山íiJ ii ト災亡|対ずる j定案。j、un 内
べυ

η
L
 

1
・

A

約読のふi:&~ρ とそ 2 '-i誌に表叫する ο 主主 %~'i O)流入と i，;1-r，;':j_ jJ との f~'ri;_tjを (4 ， 11) (こむ殺して，それそめてJt'J( こ fi;U2ìす。

とれば燃の減少と J欠線級のストヴクの:!:ffr)jrJ (しO;;C 2 なに}~{羽する。3ft イえの D1i入と誤とのJ(~i~:;Ú ~土 [11 ，

�) L-じ次への訟を1ftJ: ぅ。との ~j(~g;A('j:次 iJJt\':般の tm})i] と資本の減少とを 2 震にあらわず。

いて1:企業(Ì)liùfi'fL~i1.自殺そむっとも治家'.1として表現したものである。さで n

で hi.i IJl! し と財務討 ì-'lP と妥結合ずる lJ )i!j簿記チャー卜は表33. として後で iψずるが，これ

の!Í':f;卒、につしいど紙 Ilil'ぺ0:~i.Bj す之〉ことはとうて v 、フ(，仏下;くえあるので，その前 !címJ:t:f.f_(仮説{抑j についてよ'U4入的

記帳手続をみてお古だい。

し、ま， Jジ1 i�( a Nt~3 JIJ去が炎28旬であり~ JヤI't円以 i が次ω とおりであったとする υ

( 1 ) 組1fj:-から￥ 3 ， 200 ， 000 i'd\}でイ九F\れだハ

(2) ，出:門店ど!JJj1~とぷ￥ 4 ， 5tH , 930 そを刊さで荷へ
災 28 期尚貸借対照表

しにく

-~ .. 
Lノ 7ι"

(3) ftt トrcr: 8 ， 452ヲ 350 在学刊牲と )N.)'( でたむ

(4) 事務月日平 582匂 700 をいな詩人したο

( 5) 以来1 などち千:￥ 1 ， 524 ，1'00 そ'i'HJf ièなど

( 6) )点料その他生成 ~!J5 _~~、:Y ;:;, 423 , 700 ;;';~波 Jd.JKQ fEl~ l'こ投入した v

( 7) :lillJl，と mH[u\ア G ， 182 ， 180 の:以!日が完己iJ又した。

(8) j!;{，' μ 

(9) JfiiU ，'J())1 江主 2, 657 , 320 ' ナセ《
V!...C 

(1 0) ヅ完1E亡 Lf与主y又守勺15i の製江逃ω=引!以以J立幻刈1νi:Hiも和似il引川l

(11) 詰前臼羽月 の!'lど一 ν泣史安之与今A系hミぷiυに勺rむ伝:主￥ど :)23 , 品邸50 与ぞA 、川汀L立刻7羽J じUのtつ)，γ肉段す袈ミ汀:こ h託仮Æ<えυfノk' Lし〆 fたこ O

(12) .Y，U >!i包Uih(}) うちの代会として￥ 56 ， 200 そ?王将で支払った。

(13) Hト人:波おのうら主 103 ， 98りだけ .ìJdぷをうけた〈

(14) :礼子 1 ， 845 ， 780 を iT評?で;火払った。

(lfi) 亡伐のうち >f' 1;) , :300 I:;t y、い j@ さの 7、:;1)1を幣で院予a うけた c

(16) 債のよJ ら￥ 9 ， 2:39 ， 520 ;)ご j子供で ;{~S~ した 3

(1'1) 液:{J(I 労務J守など\小ら￥ 1 ， 432 ， 680 与を阪ヮ己資し賦したむ

(18) L\氾卜 I引のうお￥ 180 ， 530 は払!むこもとづく常)t{5^i 損失に計 J:，した。

(19) 湾首会 1:: f{flf\íぞとぷそれそれY 835, 300 !J 1、思殺した。

�;Ll.C�) ffZ引を行子 ι 己千 f ートに記入すれば ./{:29. のどよくなり，だの L:iK資本の J-~J1駄がIUJ械に映しげl

ざ)， Lでし、る。

元て， 1;(29ーはほ米の複式簿記における各組の仮洛ならびに;サぷ;昔話?表{i~..おして表現していることにな

る n つ l主;')， j lJJ0，(制作刈ß，{:t J~~: ~ -1"土手、，iIIIK ， j員総 irt 鈴お，り邸?潟i末3淀を借土失対、1)総!ピ出〈古tt炎主υ， 忽製i近!原s京ji引州イ引刊悩rJ組i出h宇泌民告E詩(舎干 (tたこだし，

:裂製虫裂j ず必注泡弘UTi卯;

ヲ斗心J 卜 1 ，'己完約されている ο これら相 l.ïの関係は炎30. のごとくあらわすことができる針。そとで表29.

かふ}副次官治夫JjK~ 表と 4ft;'主計五守、とを作成すれば荻3 1. ，表:32. のごとくなる。遜常の複式簿記のカ?とに

よれ i f , これらの(I::iJx:には
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1~ 29凶 [業資本の運動を刀、ず行列簿記チドート

5)t欝権 i

門何十M4通治
寸! I'}Z63，4ぬ

表 30. 1iYiJ簿記チャートと財務誇表との関係

1(0)前期織桜一

山
後
斜
線
泌

川
純
時
現

別
損
失
一

m
w利
益
二
一

川
資
本
一
一
d

一

山
山
色
償
一
一
団
一

山
矯
復

1

…
表
一

川
町
樹
俸
ム
明
r

G

田
川
官
十
一
昨
一

一
ぱ
再

一ω

製
滋
十
一
k
白

日
生
産
繁
繁
之
君

雨
前
期
繰
緩
ニ

1) 生産要素 .1 紛!
!教 1

z) 製おーイ義

州笥 J
ω鴬幣一-1 雪
(5崎権一ペ(言

仏紛H敏語 j矯審 ム+1 ごさT 
(刊uη円苦資事立本ド

(8) 和j 経

(イ士説。 元i隊)

巴塑型宇

表 3L JPJ 河、j 完封?対日司王ミ

領{賛 I 13;060,958 
務本{資本 1 15， 2在 3， 450

(純益 I 660,560 
/' 

/ 

/' 

ぷ二}一一山一一←一一一一一--
28，9ち4;96。

表 32喝 tf:\主主計算 i当

全勝

ト1::.1と表現される結果，

という一連の手)療を絞なければならないわけであるが，行列簿記では，前主Eのごとくとれが l 枚のヲヤ'

とな í[) 。行列;U~l~G の)(手入 lふ srs 1 

がすべてー魔性ある表とに完全に表現される市!?烈， システム全体が♂自で}1目立できること，治 2lこ攻引の

つど仕訳糠， JG膝，裕11!J禁事などへ 2 i!l!♂庁、，.，己するよ必裂がなくなり， tfi3阪の労務 1)~いちじるしく削減される

こと，第 3 ~と数学 f二の行列漉論を応用して，システム音i鈎をWJj言語に行なうことができ， r\口

る紗機叫械築計が容易となる ζ と，第 41こ行列簿記と行列l医師 iit算のチ t ートから，

簡単に還元できる ζ となど，すぐれた点を多くもっ。

さて，図a. で:iÿくしたj京f市計算iζ|渇するうiI'i勘定と p 財務計算と与を総合する行列務1li::1チャートは表33. のどと

くなる。ところで，表33. i し， きるが， ただあtのスベー
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表 34. 材料受払いに隠する部分f:i 71j簿記チャート

スの関係、で，実務 t主主治するすべての勘定科目(小科目)与をもうらし ることは不可能である。し

たがって，小勘定科目問の漆絡を詳細 l吋巴践するためには，表 33. のうちの 1 部分を十IÉ LL\した部分行列簿

記チャートを作成する必裂が生ずる G

製材業の製造]守主 l立前述のどと〈比較的単純であるため，材料消費後の価値移転関係はさほど複雑でな

しまた，財務計算と関係する部分が少はいため， 11:掌で示した築;;1"表形式で卜分である。したがって，

j泉儲 3 要素の受入れ払/1\しが際統計算と財務計算との 2 つの領域iζ 最後する1.1設な部分となり，とりわけ

製材業つぎは，製品製造l反{iJldこ占める材料費のウコニイトが!日i く，材料の受入れ，イ弔宥， 11、 ttjl しに筏jする記録

がきわめて霊重きである。そとで，原術 3 主主亥 0)受払いに関するお分行列簿記チャートそ作成すれば，表34.

~表36. のどとくなる。

議34. ~ふ材料に関する小科目を行と列とに自己し，その主対角わitlニ lこ合言 I 械を設トj る。原料uゾ\れの相手

勘定がrf1科民で行l乙材料払tH しの対象となる勘定は小科凶で列に自己する。ここで，材料仕入れの.j;[Ff.勘

定を中科目として分割を総 lこしたのは，第 11ζ原 liJlj計算にとってその約日を知る必要性が乏ししかえコ

て記l阪を複雑にする ζ と，第 2 に，チャートのサイズを可能なかぎり縮小するためであるりその窓欧で，

涼料の払出しに対応する相手勘定rþ ， Jfri:料 fl:入夜しを詑滋する勘定もj.\!(fJ:f余として， rjJ科目を使}りするこ

とにした。

各種材料の前期繰J協は，前;訪米の貸借対照表または iぬ!i:iJの材料受払いに関する告I~分行タ1)簿記チャートの

後期繰越欄から，製材原木， チップ原木の!t: 泊A残高として [000 ， 01100) ボックスから (000 ，

01301) ボ y クスまぜに記入する。材料の仕入れがあった場合は， 製材biL木 l土 (01100) 列から (01301)

~J，相手勘定は〔倒的行c，.， (071) 行のそれぞれ交援するボッグスに，その金都会記録する η

たとえば，製材原木としてスギ￥ 500 ， 000 とヒノキ￥ 330， 000 を手形で，ラワン￥ 100， 000 そ現金で購



心郎、{!日汁切に閉する 'j店長;L ， l!l! 〉 …127 

入 Lノ〉 チップjんと本レど r ツ￥ 20仏 000 告別金三位お A し f之江言れ ~~t) [07仏 01100] ~':ックス iζ 日00 ， 000，

(070, 01101) ;Y '1 クスに 3:.10 ， 000， (040 ， 011031 ボックス:こ LOO， OOO ， [040, 013(0) おックス;〆 200 ， 000

、~Jml;'とおける各材料の !Uにわれも:績を::;1 鈴: L. て， とれとが'jjtJj駐車}ほとをかl$l して，
よM 、サ ιp

そど言じ1\ 、j /j () 

名付料 OJj]' ，と列とが交廷する立法伊ボックス;こ犯人マー /~S 強よ;;j'rJj(> 、と 1 てスド￥ 150 ， 000守 } .¥- :J 
に戸/ -'1巴 守ご

250 ， 000，ラワン Y 130， 000が総 なコでし、る滋士， (01100, 011(0) , (01101 曹 (1101) ， (01103 , 

0110 :1J , (01300, 01300J ボックス 4ごれぞiL 650, 000 , 580 , 000 , 230, OÜO, 200 ， 000 芥日[1 ノ九ナる、J

つダ{三，ぱ干じっ!弘法i'!i!51=il_J Cf)投入 iつj1J ~る;→こりく、 (020的)列 (02002) 乃Ij， (01000) (01301J 

のそれぞれチ(22 するボックスそ{土JH する。たとえば， ?と材 m!本ヒノキ可 180 ， O()() 岳製村した;ぅifiイむ

[01101, (2000) ;): 'y ヴスに 180 ， 000 :~:il己7\. い子、 y ブ n川、マツ -Y 1:30, 000 ;"~:.プトし f 与ぺ討し (01300守

020(2) ;)('山タスに 150 ， üOOγダる) l，~~:b'， こにでけう材料の下fÍ(土 r.l-:.な l )j()jφ 忘れるので，

常 また， 予定 !dlí格とちと(1) íjと均Hこ

もとづく iJ CI40j 子111t 記入 lJPJT:入:んしか発した士;; くり71) デ1j cDH主バックス lこ紀入

ずる〉長後iと，各村正当 :こっし γr集計し，そ才L';f.']'，大JJIJ 万}ヰ?、ノクス{こ tF::)へ ふこ総入招か

斗、- ? 

じ υら +~}n~i~ して， (1 30) 列の初級此捌に記へずる。と

このように， 8<34. (;t ，];1'料の支払い会. 1 枚のチャートとでと友している ι '(J プぷわち， C011(0) j:3 

土ナて (01100) 1> ノr"  (01301) 列;まみれ材料がいかなる方法にぶって言返さ才 l dki ノip， j)5i:UJ ら/戸となり

(01301)行をみると， /:って r河合1主 i::.._ り，おるいは，製材，アワー 1) ングWk~).~，1::l_1 チッ

ツ0'11主 )~ii iζ?V~J~~ され，主~~u し亡いることが… りょう然と fよるつ

労務授の交け払いに関するお分fS-VíJ簿"己，千ヤ'一 H土 Þ~35‘のどよくなるの との表;とは? 会事E(!) '~(J左手仕が

/ト科目でりと :!íJ と され，その下じつれてには党務改支払い ci) 二なる勘定科目会 IIJl! [iで配信ht る ζl

k 35 , 労務交払いに Wllずる rm_):Ì' 1 げ弘子チウ{ト
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~キーみA
合、 i__jも {í C!J タリ t ;r t立労務 )}:5{ r.J_)即日立〉じのをノj\f'f 1::]と p その{出践的十ぷl 11fti勾 i糸のない不、f lJを 41 pt 昌で飢

タせする υ ただ表 :34仇とjちなる点は乾燥或とた機ヂーブーヤ作 、の 1!11t尽に設之江ずる乙とである c つまり p 乾

よ ζ された労務質は加工として (016) ヂ 1);こいつにん記へし， それのf下計泌を (016 ， 016J 

;:)'ックスに fti::人して， その後これをブロ リング製造ヘ出店主して (016 ， 0::.001] ックスに%:~言cす

その絡を (017 ， 017J 

ブ μ ーリング、およびチップ日へ配政してそれぞれ (017， 02000; , 

給料など ~~.t C017) 3iUiζ:L11iLJE るのまた》共通交として前後された完全?

;1<γ クス ;ζ f;î::)\. Lノ y これベユ事tM ，

(017, 02001), (017, 020(2) ボックスに口人~J- /~ .;; 

たとえば，泣くたの 1努の主主￥ 850 ， 000 の内訳が吃燥茂一1' 50， 00仏共通jj'X 'f 180, 000，製材￥430) OOO~ 

アローリング製造￥ 110 ， 000，チッアο製ji'Ly; 80 , 000 でおり~ Jl_'~iffl佼が製材 p ブロ リンがおよびチ y ヅ

お{Jj5!i IJへそれそJれ￥ 100 1 100~ 子 50 ， 000.，￥ 3D y ûOO ずつ武されえとすると‘その iJ"2Jjk ~;t妥35. のとおり

になる。また，どムザとしてされた?な務質は (110) 91Hご記入し， うす主 ω治安( I~' ~~~おいて

民法しがある J~}:?~iし (080) 子山、三己入 r

th~ 'tl(CD叉けがふ\{こ!渇ずる ßT5分行:>'iJ tるにチャ F ト Ijæ三 36. のごとく七、 。との}Uこはら刊王子Jヵ、パ、科 r~

て ft ，，::ヂiJ と c~ ヴそのJ~"'jごのれには総資先11 のn;H人!とな、) ~あるいは文弘、いの代償となる助足利円

会 111科日:了る。 また》正i の YU(.こ i主主主授の百'I:~i[まうたの勘i誌を小科目で， その1μ ミ1iilí ロ l':~下一こ !úi長関係のな

い助たそ rb科医で配ヂIjいその(ご乾必ずf と :~t迎賓そする。この涙;ζ;式表350 と!ロ!岐に， ，'， ij 羽役絃椛

および後期総絃初そ設ける庄がないが， !;i!J与しならひi仁和'，'í!Lべがある rJ_\){]i-土 (061)， (080J Tj' と (061J ，

(180J 手1] の 1m! 六三のf訟をそ記入す三。 その(i!J，のおソ、は材料ならびに労務fその tJj~r1)-と[司様である、J

土:、L えば，終決ぞI12人J)れのみと仮定し， 日J文払いか 0) 1ttlji主涼門への乙ínまでののi文引に勺いて記

入例をノ1\せlZ3 つぎのごとくなる u 討結とが;キコl ￥ 15 ， ()(!0 のうち，現:祉で￥ 5) 000，小切子でミ'10， OüO)乙

?ムえばC040， (1507)および (041 ， 015(7) .f' ソクス?と 5， 000， 10, 000 与を記入号る ζi つぎにこ が製材，

ブローリング，チ v プ〉乾以，共i惑の谷口へそれぞれ￥ 5t む開， 'f 2 ， 000，￥ L500，￥ 2 ， 5∞， ミ'4 ， 000

紀Jli注されれ;ま C0150'1， 02(00) , (01507, 02001], (01507 , 020(2) 毛 (01507 ， 016) , (0]507, 0l?Jのボッ

クス iこ 5 ， 000， 2, 000, 1, 500, 2, 500, 4 ， 000 ぞ記入 J る。 i弘法;ピ行 j フ口町リング:反つ XJ 1.}~Ü:伐である ;'y，

らう (016ラ 0]G) ッタスにいったん 2 ， 500 :;': iji;;記してがら，

』七 rφ 滑可 11:1
〉二，

7γ1 ,.._ 1: ソノマ
ノ e ノ J ノ哩 ブ~ "} 

とれな、016ヲ 0200r だックス;と

オしそ'1~ \正 L800 ， V1r2伐J， y; 1, 000 

でよ) -ヘた"すれば， (017, 02000J , [0 1'7含 02001) ‘ (017, (2002) ボックス ;ζ1 ， 800 ， 1, 200, 1 ，()(治安}、i::

入して、すべての土終了ずる。

勺 I(D C ]:. <, Jli 36. において絞慣の交り Jよいか) I交のチ γ ート iーでう'iS が[と犯がで、ヘ

(01500) ヲ1j ~'(015l7Jよれば諸経認がいかなる万法にぶってブ-.ムわれたかが jJ r' l と

行へ (01517)行会 iっと

泊分f J タラーキ r 、 (~l ， :Jモょにじ1げた炎33. のあらゆる つ 1，.(、てイノ二点す こと /J 一〈九で、

計算と主伎の ι:日と竹下jぃノ )J~ ょふ j� l'~i健治以

一- >-、;" J~ 
o 仏司 J り

また (020)

、一、 w<. -も
〆白砂

河I 焚 ûJ託収‘日γ のと売;高の主J ぷ~ , ノj 次公益ジノ人L) 年次fn

など;ふかかと万 iJ;によって 1 flのチぅートトで完んに)cf.fíーで含ぞ'0 たた) i$1: ι ロジ二ことくム

関係:ノメでýJトょがH二絞ポ純t.;辺し 絞殺の !}J~iiHi ~-; r 匁ジコ 、;主主!\. ゐメワットはJ;tx.

くョむしろ政務汁;_. とそずる出仰とのみ;おJtj ，;るの乙，， >:WI であると丘、われ心。その部分 l ご
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ついては，むしろ友 33 のごとく劫史科目の分割そ犯にしたチャー l'， ，仇企業全体の悩ili'i循潔の状態が-

1Fえでき，経営管淵上の機能からみればすぐれているといえる ο

おわりに

原fiBi iil 会T~ま， 1-1.で述べたどとし )1~4iレ公目的をもつものであって， ìjj.のに製品製法)!j~Htiの計算 ifJ重点

を設く，対J事会ill 目的のみピ利用されるものではない r 従米， HJT{lS計算:は。どおろかといえば，この対絞

会計目的が笠視されて主たが9 これはlA[倒計算不来の機能の ~r}ßを不UHlしたにすぎ江い ) i.寺弘l1î計算:のもつ

j氏側管rmH~Qt伝や JlZJ志決定機能のイf完bな活用が，今日ほど強く求められている 11告はない。

企業の発援に関連ずる諸問題は，経営財務，生産技術， マ ケ y ティング機椛など， n:総な分野におい

てHl々な形であらわれる。したがって，くこれらの II n!mを的研J，:iC 1111 !t'rして併決していくためには，終常者は

つねに，広い視野に~Ú:つ反則的経常 ðYW民iit司ぎにもとづ九窓ふ;決定が受dとされるじ長期的経常言lî利息考は，

企業のJj又f左前と原{illî ITll とを緊!討に関i主せしめて，長期的利益の l夫 i見をはかるものである。このためには，

原価を不断 iCiili釦 o iこ引き川11 維持することが姿諸♂れ，そのgi七ffí ij 1 ト川勺活動を rì!心).して，経 J1Wg の体

質改蒋をはかることが必安となる。従来，企業の経お r討の努力が?ややもγ Z'"LI:ま， 'JL 上高のi今大という以

してきたここは否定できず，とれはまた製材業においても例外ではなかろう。しかし 1長

業が毘 )ifj 的 lこ存続し発ノ区レていく 1ごめには，あくまで原価競争にうち勝つものでなくてはならない。こと

にすぐれた非木賞代詩Ml!'市場点 tJ疫をおめ，経伝環境が:;rfHI~ しつつある製材業にとって，今日ほどいわ

ゆるコストマネ p ージメントが姿請されると念はない。

コストマネ，ジメントとは，原闘と原!illí~~品IjとJ$.:: :i泊じて，企業における;必イiIJjOコ発史を総合的に合理

化しようとする管見活動である iß ， この J日告を有効(l-~'crj なうには，企業内外の治械を収集，分析するべ

く，総合的な計算flilJI支後裟備する必要がある c そして~ {l主 Jill活ω:z ， 経営管浪者の一:むのもの， あるい

は) -rH)の製造部)[-1 りだ十j1ζ適用されるのではなく， れるものでなくてはならな

し、。

コストマネージメン卜のliE 抗原則ば，経t~1t見i九，~tE人様式，経営管政組織など経伝i'lIJ:i告のし功、んにかか

わらず，あらゆる1i'と業にま正当するものである。今 H ，発展しつつある経常管烈法は，後三!.~ずるごとく，統

言 i<rj ， もつものであって，これを災対jあらしめるものは，総合的な限価情報の迅速3

的憾なi収集とう士，tFi のための組織の確立である。

)}Jj 1rlfi ij I f げのための 11 聞と原価総湾迷日立のための統iI;IJiこおし、ては， イキ積の分析と計算段j去が使用され

る。計 [j ((Jのものは， 法本的Jと I j: t1;:，答案を求め， 相lï の原Hlîならびに利の比較長行なうものである

が， .最近は殺現計i邸主I~が急速に採用ざれつつある。また，統1t1J目的のものは，とくに :1三努 ltf1 f:91 との比絞

が仁科心となるが， この領域にも数学的p 統計的jJi主力 ζ導入されている。

これら分析と計算のためお技法の社llLú)関連を例ポヲれ ij:'， ;火のごとくなる。

( 1 ) リニトーづらログラミング(1， P) -->-!)j(!rwn恰l

(2 > オペレーションズ e リサーチ (OR) -→係官!なれ向j

(3) fillif直分担í (V A) 一一"J\jffl何言 i 卜lij

(4) 特殊I~H傾向交一吋iíaTifli'ilEi 

(5 > 直接限備計算 →原紙 ih町
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(6 )品mノ:汎 (QC) ー→ぬ日8l珒i[ ~ m-~ {i.iil~dêji:JiJ 

(7) インダストリア〆U エンヅニヤリング (1 E) .…，.m刊汁lWì，田川町統治Ii

( 8) j予算統的ー→/hH!li引間， DnfDj 1fj~完封j

(9 ) 松戸手JjjH:1げ 決お( 1ν店主主

これら却して，アこで洋五百mずることはで二号ないが，土a~.を i!;'!;jljiC機泌させるだ!，ごとどめぐばなら

1.f V 、 c L-J---l {, t -fl(波づけ，機能芯 t九名!土ìJヘ Jj ~:H].IL?三 J);jてむしてはじめて本来の際総そ

!づ}I-と 5úNI するととになる c 本組合力5:~ 1 iワ:校iU:(::: Lで，まれ災

j支の1}1L~をぞいぷ:&~il としたのは，かかるふ，:1ノUとおいて，に際気による!奈川い〉収あらゆる終引:r\

}I.H -i支花、のiJíHR となる公約ぞもつからである υ

における J良川 μIi算法ミ!とF全?にによllïiiJ しど， i;li*入計百広ピ又=して， ぷ;([ノ去さ I討 lかり分析

する gj氾 lごつし、ては ~;JI jの滋会;こ液:ったいと必今じまた，守山?んと1f '.lr!i;1'!cil;rJ ()コだめ

FfL 千 J タIj U;ifIJiド法のがごとそのやJHliLOJ l\ lj発_'川、ては交ののふ〉どょとしたし~
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A Prûp由自民1 for the Cost AccOImting System of a SawmiH 

Yasuaki K[' 1<OK，1川口、

Summary 

In g巴neral) alYH<Jst all saw":cn匀ls 2，[記 small and individually owned in our C011γ1try. Thel命日fore

modern 8cientif� m3113立em己nt m巴thods such as th巴千in丘ncl.al ill.(JJlagenlent: 01' the cost control 

have I10t been considered in th.eir maっagemeUi:. JVkdern li乱W口üHing requiros business ability 

and methods for success. 11: b 註 COlTlpetitive industry and 11; wlll grη'N �r:creasﾍngly 80. 

J¥l僘nagers vvho 日 re 1J乃島ble 1;0 apply pτopcr bus.i n巳ss ro巴thods and effic冾nt managcment wiU 

f匤d thal: sawmi1ling is not t11日 line for thenL 

A few years <:go, profits were fa叝ly certain 邑γcn if t11邑 sa¥"711"1:111 m.8 na g灯、 decisions or 

pr色dictions vv己re not cεr巴fuJ.1y studi色d ， and 記V己n H they were based OrJ. mediocre information. 

Now thc piCtllγe has Ch::Lugεd. Lumbεr prices h旦V日 trend以] downward because of 1:11c great 

out:pouring of sovon� substitutional goods. On I:hとりtho1' hand，訂u1na，g己ment cι，ests 11註ve 0011' 

tinued up¥van:i .1n this situa,tìoH j the o'\,vner 111USt be 註bIc jG ident�y profitable enterpLﾎses 

and practicos of his bllsino~m and expanc1 thon、 EquaUy, h 己 must k己記p tab 011 those activ1ties 

which .b 己come Iess profitable and ShOllld be r 日placed with oth 己rs. rrh{ε3汚5ε st 巴ps n 巴< ε S 呂此、4祝I 口y 

d号:lep色nd upり口 a:n 己ff行l(κC í. EそEう江γ1けI: ar乱ld 11日{ε泊2れ11バ1 set of d(日うia元ikd 1 む以tにの:ords and acc仁む'UI一託呂 He roqu1res useful 

ínform己i:í on avaLlable to tho rηanag日rnent 0:[ a s託、ì\unill der ,îviug rrorn nn aロpropriate co百t

a.CCOlJ nting 111ot11od. 

Tho purη03思 of t111s paper is 1:0 prξsent f.-}, general 呂訂d b忠告lC cost account匤g systern of a 

sawm�L Although tho cosζaccOìユnting systern h日 s var:im.1S fOfrns d己pendlng ， 0ロ production

types of a sa¥vlY1ill and_ its pnrpo自己s. I:he 自cl:mú cost sys土台:rn 18 more rational bccause it. pτovides 

t11e basis for 日 11 thθcost 仁cQunting :.::ìyst巴rns) an(1 it 18 al言。 effectivc to dei:erm.inεt11巴 perlod

profit and t.o fOTn: fina.nc1.a.l stat.ernents. It i8 SO diffic1J.J.t to :for.1.11 a 11n iforrn cost�g SYStCll1 

γílhich 1.3 snitable ior various p:n泌uctíon typos of thεsa \:v rn.i l1， ζ.hat ， in t.h.is p叫、C1'. an account. 

ing systen.1. .has 12ぉ，n :formed to adapt to a firm which co汀 tinu，01.1日 ly pro([m克也s lu.rnber~ chips 
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(1) Exp(以c{川 accoはnt ì.ng

(2) Process CGst accotJ.nt.ing 

(:3) FuJl co試 accounting
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the manuraι t-uring cos十:汚 rnりどと只nÎLüb.le lxソ万nse by 1'11.εp2rU~>J (日日1. acC�nth:g tlv~ tr 乱ぐlltîり11a1

lllcth(Jds ()f i.ncoﾜlc det、 rrn.inat ，ì..._) J.} rnust bぐ以r5.tc]v DJ むc1 ifiedョ泣nd rn 引<:.0\，7(>;[< va ri.~-ì ble ()r fixed 

c }f:i S日〕行catL;n o_f cnst C _l f三日目、 nt 尽力"lust bc ぷ丸山kl日[{冗勺 vvhcr己 the CG弓 tlil兵 、;L-ruc t:u でと" b"じo;:n(: ì"ìlOτc 

conipl 辻、atcd.
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are omitted in p:r i. n.cip 仏
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品 finn， cspec僘lly a superio、 nlぶ1113 上o a:rrぉ y the l 1t lê~: 0:( a.CCOU:Ui 日~K;d botb irJ the cost 
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